隠さ れ た 学問 に つい 
て (魔術 に つい て ) 抄 
訳 


一 部 第 一 章 魔術 師 が 三重 
世界 か ら 力 を 集め る 方 法 
沈設 守れ 1 る 事 


NM 界 と いう 三重 
界 が 存在 する し 、 
0 上 の も の に よっ て 統治 され て いて 、 上 の も の の 
力 か ら 感 化 を 与え られ て いる 。 

だ か ら 、 天 使 、 天 、 星 々 、 四 大 元素 、 動 物 、 植 物 、 金 属 、 石 に よ 
る 全て の 作用 の 、 真 の 源 の 無 上 の 作用 者 で ある 神 は 、 神 の 全能 の 力 
を 神 か ら 人 へ 伝え て いる し 、 

神 は 、 神 の 全能 の 力 を 神 か ら 人 へ 伝え る の に 役立つ よう に 、 人 以外 
の 全て の も の を 創造 し て いる 。 


人 は 、 神 か ら 人 へ の 下降 の 階段 に よっ て 、 
三重 の 世界 を 通過 し て 、 源 の 世界 で ある 天界 へ 、 全 て の も の の 創造 
主 で ある 神 へ 、 第 一 原因 で ある 神 へ 、 全 て の も の の 源 で ある 場所 
へ 、 全 て の も の が 生じ る 場所 へ 、 上 昇 する 事 が 可能 で ある し 、 
人 以外 の 優れ て いる も の に 十分 に 含ま れ て いる 力 を 楽し お 事 が 可能 
で ある し 、 
上 の も の か ら 新 し い 力 を 引き 寄せ る 事 が 可能 で ある 、 
と 賢者 は 考え て いる 。 


その た め 、 賢 者 は 、 

医学 の 助け に よっ て 、 自 然 物 に よる 色々 な 混合 物 に つい て の 自然 学 
の 助け に よっ て 、 四 大 元素 の 世界 (で ある 「 この世 」) の 力 を 探求 す 
る し 、 

占星 術 に よっ て 、 数 学 に よっ て 、 天 の 力 を 四 大 元素 の 世界 (で ある 
「 この世 」) の 力 に 加え て 、 天 界 の 光線 と 感化 力 に よっ て 、 天 界 の 
力 を 探求 する 。 


さら に 、 賢 者 は 、 款 教 の 神聖 な 儀式 に よっ て 、 色 々 な 知 的 存在 で 
ある 善 民 な 霊 的 存在 の 力 に よっ て 、 四 大 元素 の 世界 (で ある 「 こ の 
世 」) の 力 と 天 の 力 の 全て を 確認 し た 。 


私 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ は 、 そ の 全て の 順序 と 過程 を 本 書 で 
述べ よう と 試み る つも り で ある 。 

第 一 部 は 自然 の 魔術 に つい て で ある 。 

第 二 部 は 天 の 魔 術 に つい て で ある 。 

第 三 部 は 儀式 に よる 魔術 に つい て で ある 。 

し か し 、 私 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ に は 、 こ の 試み が 許さ れ 難 
い 仙 慢 で ある か どう か 分 か ら な い 。 

ほとん ど 学 が 無い 、 未 熟 な 、 私 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ に は 、 
と て も 大 胆 な 、 こ の 試み は 、 と て も 困難 で あろ つ 。 


その た め 、 學 に 話し た 全て の 物 も 、 こ れ か ら 話 す 全 て の 物 も 、 普 
鉛 の カト リッ ク 教 会 が 認め て いる 物 を 越え な い 。 


第 一 部 第 二 章 魔術 と は 、 ど 
の よう な 物 で ある の か 、 魔 
人 術 は 、 ど の よう に 分 ける 事 
が で きる の か 、 魔術 師 と し 
て 、 ど の よう に 認め られ る 
必要 が 有る の か 


魔術 は 、 

不思議 な 力 の オ 能 で ある し 、 

最高 の 神秘 に 満ち て いる し 、 

無 上 に 神 加 な も の 、 自 然 、 力 、 性 質 、 実 体 、 自 然 の 力 、 自 然 の 知 に 
つい て の 最深 の 熟考 を 含ん で いる し 、 

自然 物 の 不一致 と 一 致 を 人 に 教え る し 、 

力 に よっ て 諸 物 の 諸 力 を 完全 に 結び つけ て 諸 物 の 諸 力 を 一 方 か ら 他 
方 へ 適用 し て 、 力 に よっ て 諸 物 の 諸 力 を 完全 に 結び つけ て 諸 物 の 諸 
力 を 一 方 か ら 他方 の 適し て いる 下 の 実 体 へ 適用 し て 、 諸 物 の 諸 力 を 
結び つけ て 自然 の 不思議 な 作用 を 生じ る 源 を 人 に 教え る し 、 

上 の 実体 の 力 を 人 に 教え る 。 


魔術 は 、 

最も 完全 な 第 一 の 学問 で ある し 、 

神聖 な 崇高 な 学問 で ある し 、 

最も 絶対 に 完全 な 優れ て いる 学問 で ある 。 


な ぜ な ら 、( 魔 術 を 含む ) 全 て の 統制 され て いる 学問 は 自然 学 、 数 
学 、 神 学 に 分 ける 事 が で きる 。 


( 

自然 学 は 、 世 界 に 存在 する も の の 原因 、 結 果 、 時 間 、 場 所 、 流 
行 、 出 来 事 の 、 全 体 と 部 分 を 調べ て 、 世 界 に 存在 する も の の 性 質 を 
教え て くれ る 。 


「 数 と 世界 に 存在 する も の の 性 質 は 火 、 土 、 風 と いっ た 『 四 大 元 


素 』 と 呼ば れる も の が も た ら す 。 

四 大 元素 が 天 を も た らし た 。 

四 大 元素 が 中 間 色 の 雲 で 海 を も た らし て いる し 虹 を も た ら す 。 

四 大 元素 が 、 雷 光 を 放つ た め に 、 雷 鳴 を 鳴ら す た め に 、 雲 を 集め て 
黒く する 。 

四 大 元素 が 夜 の 輝 き で ある 星々 と 替 星 を も た ら す 。 

四 大 元素 が 地 を 盛り 上 げ て 震わせ る 。 

四 大 元素 が 金属 と 黄金 の 種 で ある 。 

四 大 元素 が 徳 、 安 寧 、 自 然 と いう 箱庭 を 保持 し て いる 」 


ウェ ル ギ リ ウス の 詩 に よっ て 教え て 、 四 大 元素 が も た ら す 全て の 
も の は 自然 学 を 自然 の 中 の 観察 者 に 見 せ て くれ る 。 


「 源泉 か ら 全 て の も の が 湧き 出る 。 

源泉 か ら 人 、 獣 が 湧き 出る 。 

源泉 か ら 火 、 雨 、 雪 が 湧き 出る 。 
源泉 か ら 地震 が 起き る 。 
源泉 に よっ て 海 は 波打つ 。 

源泉 に よっ て 海 は 岸 を 越え て か ら 後 退 する 。 
源泉 か ら 楽 草 の 効力 、 勇 気 、 獣 の 威力 が 湧き 出る 


数 学 は 、 三 次 元 に 拡張 し て 、 天 体 の 量 、 天 体 の 運動 と 軌道 を 考え 
る 事 を 教え て くれ る 。 


「 大 い に 急 で か の よう に 、 源 泉 は 黄金 の 星々 を と て も 速やか に 進行 
させ る 。 

何 か 不 名 誉 ボ 有 っ た か の よう に 、 源 泉 は 時 々 、 月 の 面 を 隠す し 、 大 
陽 の 面 を 隠す 


また 、 次 の ウェ ル ギ リ ウス の 詩 の よう に 、 


「 数 学 に よっ て 大 陽 は 黄道 十 二 星 座 を 統治 する 。 

数 学 に よっ て 天体 は 軌道 上 を 行く 。 

数 学 が 天 の 星 の 道 を 教え て くれ る 。 

数 学 が 不思議 な 日 食 や 月 食 を 教え て くれ る 。 

数 学 が 牛 飼い 座 の 明る い 星 ア ー ク トゥ ルス と 雨 の 星々 を 教え て くれ 
る 。 
数 学 が 七 つ の 星 と 北斗 七星 を 教え て くれ る 。 

数 学 は 冬 の 太陽 が 西 へ 向かう つの が 、 と て も 速い 理由 を 教え て くれ 
る 。 


数 学 は 冬 の 夜 が 、 冬 以前 の 季節 より も 、 と て も 長い 理由 を 教え て く 
れる 」 


これ ら 全 て の 物 は 数 学 に よっ て 理解 で きる 。 


「 こ の た め 、 天 に よっ て 予知 で きる 。 

天 に よっ て 季節 を 全て 予知 で きる 。 

天 に よっ て 刈り 入れ る 時 と 種 を まく 時 を 予知 で きる 。 

天 に よっ て 心 の 奥底 へ の 着手 に 適切 な 時 を 予知 で きる 。 

天 に よっ て 戦う つの に 適切 な 時 と 安眠 に 適切 な 時 を 予知 で きる 。 

天 に よっ て 木々 を 掘り 出す の に 適切 な 時 を 予知 で きる 。 

天 に よっ て 、 木 々 が 全力 で 実 を 結ぶ 事 が で きる よう に 、 木 々 を 植え 
る の に 適切 な 時 を 予知 で きる 」 


神学 は 、 

神 が 、 ど の よう な 者 で ある の か 、 

精神 が 、 ど の よう な 物 で ある の か 、 

知 的 存在 で ある 善良 な 霊 的 存在 が 、 ど の よう な 者 で ある の か 、 
天使 が 、 ど の よう な 者 で ある の か 、 

書 魔 が 、 ど の よう な 物 で ある の か 、 

魂 が 、 ど の よう な 物 で ある の か 、 

款 教 が 、 ご どの よう な 物 で ある の か 、 

神聖 な 教会 、 神 聖 な 儀式 、 神 聖 な 神殿 、 神 聖 な 吉 葉 、 神聖 な 神秘 
が 、 ど の よう な 物 で ある の か 、 

教え て くれ る 。 


神学 は 、 

信心 に つい て 、 

奇跡 に つい て 、 

喜 葉 と 形 の 力 に つい て 、 

象徴 の 秘密 の 効力 と 象徴 の 神秘 に つい て 、 
教え て くれ る 。 


また 、 ア プレ イ ウ ス が 話し て いる よう に 、 神 学 は 儀式 の 法 、 神 聖 
な も の の 公平 さ 、 款 教 の 法 に つい て の 正しい 理解 と 知 を 教え て くれ 
る 。 


た だ し 、 上 想 に 没頭 する 事 に よっ て で ある 。 
) 


魔術 は 自然 学 、 数 学 、 神 学 と いう 三 つ の 重要 な 物 を 包含 し て 一 つ 
に し て 動か す 。 


当然 な が ら 、 そ の た め 、 古 代 人 は 魔術 を 無 上 の 最も 神聖 な 学問 と 
みな し た 。 


人 々 が 知っ て いる よう に 、 最 も 賢明 な 高 名 な 著者 達 は 魔術 を 明か 
し た 。 


中 で も 、 主 に 、 ザ モル クシ ス と ゾロ アス ター は 多数 の 人 々 が 魔術 
と いう 学問 の 創始 者 で ある と 信じ る 程 と て も 高 名 で あっ た 。 


ビュ ベ ペル ボ レ オ ス 人 の アッ バリ ス 、 カ ル モ ン ダス 、 魔 術 師 ダミ ゲ 
ロン 、 エ ウド クソ ス 、 エ ルミ プス は ザ モ ルク シス と ゾロ アス ター の 
魔術 の 後継 者 で ある 。 


メル クリ ウス トリ ス メ ギ スト ス 、 ポ ル ピ ュ リオ ス 、 イ アン プリ コ 
ス 、 プ ロティ ノ ス 、 プ ロク ロス 、 ダ ル ダ ノ ス 、 オ ルフ ェ ウ ス 、 ギ リ 
シャ 人 の ゴ グ 、 バ ビ ロ ニ ア 人 の ゲル マ 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 
よう に 他 に も 高 名 な 魔術 師 が いた 。 


オス タネ ス も 魔術 と いう 学問 に お いて 素晴らし い 本 を 書い た 。 
オス タネ ス の 本 は 散逸 し た の で 、 デ モク リト ス は 復元 し て 注釈 と 
共に 発表 し た 。 


さら に 、 ピ タゴ ラス 、 エン ペド クレ ス 、 デ モク リト ス 、 プ ラ ト 
ン 、 そ の 他 の 多数 の 高 名 な 哲学 者 達 は 魔術 と いう 学問 を 学ぶ た め に 
船 で 遠く へ 旅 し た 。 

で し て 、 ピタ コラ スズ ス 、 エ シベ ペド ケ クレス 、 デモ クリ ドス ズ 、 ブラ トド トン 
達 は 、 帰 国 し て 、 す ば らし いい 誠実 さ で 、 大 いな る 秘密 と し て 、 魔 術 
と いう 学問 を 公表 し た 。 

また 、 ピ タゴ ラス と プラ トン が 、 魔 術 と いう 学問 を 学ぶ た め に エ 
ジ プ ト の メン フィ ス の 神官 の 所 へ 行き 、 そ し て 、 シ リア 、 エ ジ プ 
ト 、 へ プラ イ 人 の 所 、 カ ル デ ア 人 の 学派 の 所 の 、 ほ ぼ 全 て へ 旅 し た 
事 は 良く 知ら れ て いる し 、 
ビタ ゴラス と プラ トン が 最も 神聖 な 記録 、 魔 術 の 記録 に つい て 知っ 
て いた で あろ う 事 は 良く 知ら れ て いる 。 

ビタ ゴラス と プラ トン が 神聖 な も の に つい て の 知 を 授け られ た で 
あろ うつ 事 は 良く 知ら れ て いる よう に 。 


その た め 、 魔 術 と いう 能力 に つい て 学ぶ 事 を 望む ひ 人 は 、 誰 で も 、 
も し 、 も の の 性 質 を 発見 で きる 、 全 て の も の の 隠さ れ た 性 質 を 発見 
で きる 、 自 然 学 に 熟達 し て いな けれ ば 、 

も し 、 全 て の も の の 高尚 な 力 と 性 質 に 依存 し て いる 、 数 学 、 占 星 術 
の アス ペク ト 、 星 々 に よる 形 で ある 星座 に 熟達 し て いな けれ ば 、 

も し 、 全 て の も の を も た らし て いる 間 物 質 的 な 霊 的 な 実体 を 明らか 
に し て いる 、 神 学 に 熟 達し て いな けれ ば 、 
魔術 の 合理 性 を 理解 で き な い し!。 


な ぜ な ら 、 自 然 学 、 数 学 、 神 学 と いう 三 つ の 能力 を 含ま な い 魔 術 
が 行う 事 が で きる 事 は 無い し 、 
自然 学 、 数 学 、 神 学 と いう 三 つ の 能力 を 含ま な い 魔 術 的 な 行い も 無 
し 1。 


第 一 部 第 四 草 四 大 元素 の ニニ 
層 の 考察 に つい て 


眺 に 話し た よう に 、 四 大 元素 が 存在 する が 、 
四 大 元素 の 完全 な 知識 無し で は 、 魔 術 で は 何 も 達 成 で き な い 。 


四 大 元素 に は 三 層 が 存在 する 。 


その た め 、 四 と いう 数 は 十 二 と いう 数 を 形成 で きる 。( 四 大 元素 
% 三 層 = 二 三 。。) 

また 、 十 と いう 数 へ 、 七 と いう 数 を 経由 し て 、 無 上 の 統一 へ 進む 
事 が で きる 。( 四 大 元素 + 三 層 = 七 。 四 大 元素 + 三 層 + 神 の 三 位 一 
体 = 十 。) 

全て の 力 と 不思議 な 作用 は 数 十 の 無 上 の 統一 に か か っ て いる 。 


第 一 層 の 四 大 元素 は 純粋 な 四 大 元素 で ある 。 


混合 し て いな いし 、 変 化し な いし 、 混 合 を 受容 し な い 。 
腐敗 し な いし 、 腐 敗 し て いる 物 で は な い )。 


純粋 な 四 大 元素 に よっ て 、 全 て の 自然 物 の 力 は 作用 を 生じ る 。 

純粋 な 四 大 元素 の 力 (の 全て ) を 明らか に で きる 人 は いな い 。 

な ぜ な ら 、 純 粋 な 四 大 元素 は 全て の 物 に よっ て 全て の 事 を 行う 事 
が で きる 。 

純粋 な 四 大 元素 に つい て 知ら な い 人 は 不思議 な 事 (、 神 の 奇跡 ) を 
起こ す 事 が 決し て で き な い で あろ う 。 


第 二 層 の 四 大 元素 は 混合 し て いる 変化 する 四 大 元素 の 混合 物 で あ 


oO 


わざ に よっ て ( 四 大 元素 の 混合 物 を ) 純 粋 な 四 大 元素 に 戻す 事 が 可 
全 ヒ 
能 で あ る 。 


(わざ に よっ て 四 大 元素 の 混合 物 を ) 純 粋 な 四 大 元素 に 戻す と 、 純 


粋 な 四 大 元素 の 力 は 、 何 より も 自然 の 全て の 隠さ れ た 作用 を 発揮 さ 
せる し 、 自 然 の 知ら れ て いる 作用 を 発揮 させ る 。 

純粋 な 四 大 元素 の 力 は 自然 の 作用 を 発揮 させ る 事 が 全て の 自然 の 
魔術 の 基礎 で ある 。 


第 三 層 の 四 大 元素 は 、 元 は 四 大 元素 で あっ た が 、 四 大 元素 で は な 
い 状 態 朋 の 物 で ある 、 四 大 元素 の 混合 物 の 混合 物 で ある 。 
変化 に 富ん で いる 。 

ある 物 を 他 の 物 へ 変化 可能 で ある 。 


第 三 層 の 四 大 元素 は 、 絶 対 の 仲介 者 で ある 。 

その た め 、 第 三 層 の 四 大 元素 は 「 中 間 の も の 」 ま た は 「 中 間 の も 
の の 民 」 と 呼ば れる 。 

(第 三 層 の 四 大 元素 は 、 十 九 世紀 の 魔術 師 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 
「 ア スト ラル ライ ト 」、「 星 の 光 」 で ある 。) 


第 三 層 の 四 大 元素 の 奥深 い 神秘 を 理解 し て いる 人 は 極少 数 で あ 


第 三 層 の 四 大 元素 の 奥深 い 神秘 を 理解 し て いる 人 は 、 ある 人 数 に 
よっ て 、 い くつ か の 段階 に よっ て 、 い くつ か の 宗教 的 儀式 に よっ 
て 、 上 自然 の 物 、 天 の 物 、 天 を 超越 する 物 に お いて 、 全 て の 結果 を 達 
成 で きる 。 

第 三 層 の 四 大 元素 の 奥 深い 神秘 を 理解 し て いる 人 は 、 不思議 と 神 
秘 に 満ち て いる 。 

第 三 層 の 四 大 元素 の 奥深 い 神 秘 を 理解 し て いる 人 は 、 自 然 な 神聖 
な 魔術 に よっ て 、 影 響 を 及ぼ す 。 


= 、 解 放 、 全 て の 物 の 変化 (で ある 錬 金 )、 未 来 の 予知 や 予 吉 、 
霊 を 追い 払う 事 、 善良 な 圭 の 獲得 は 、 三 層 の 四 大 元素 に よる 物 で 
の し 、 三 層 の 四 大 元素 に 起因 する 。 


その た め 、 人 は 、 三 層 の 四 大 元素 無し で は 、 三 層 の 四 大 元素 の 知 
識 無 し で は 、 魔 術 と いう 隠さ れ た 学問 に お いて 、 自 然 に お いて 、 何 
か で きる と 確信 する 事 は 許さ れ な い 。 


下層 の 四 大 元素 を 上 層 の 四 大 元素 に 戻す 方 法 を 知る 人 は 、 
四 大 元素 の 混合 物 を 純粋 な 四 大 元素 に 戻す 方 法 を 知る 人 は 、 
人 数 、 段 階 、 宗 教 的 儀式 に よっ て 、 実 体 を 分 裂 さ せ ず に 、 三 層 の 四 


大 元素 の 性 質 と 力 を 明確 に 理解 する 方 法 を 知る 人 は 、 
目 然 物 と 天 の 秘 密 の 知識 と 寺 全 な 操作 に 簡単 に 色 達 で きる で あろ 
つ 。 


第 一 部 第 五 章 火 と 土 の 不 思 
議 な 性 質 に つい て 


( 神 の 光 に 近い アス トラ ル ライ ト は 火 に 例え られ る 。) 
(物質 は 土 に 例え られ る 。 ) 


全て の 不思議 な 事 を 行う の に 十分 で ある 、 火 と 土 と いう 二 つ の 物 
が 存在 する (と ヘル メス は 話し て いる )。 


火 は 自発 的 で ある 。 
土 は 受容 的 で ある 。 


火 は 、 全 て の 物 の 中 で 、 全 て の 物 を 通過 し て 、 煙 いて 、 行き来 す 
る (と 偽 デ ィ オ ニュ シオ ス は 話し て いる )。 


火 は 、 全 て の 物 の 中 で 、 輝 いて いる が 、 同 時 に 、 隠 され て いる 
し 、 未 知 で ある 。 


火 は 、( 火 が 火 の 固有 の 作用 を 現す 状態 に 至る 他 の 物 は 無い の で ) 
単独 で ある と 、 
無限 で 、 目 に 見 えな いし 、 
火 の 固有 の 全て の 作用 に 独り で に 十分 で ある し 、 
動か す 事 が 可能 で ある し 、 
ある 意味 で 、 火 に 近い 全て の 物 に 従う し 、 
自然 を 復活 させ る し 、 自 然 を 保護 する し 、 
知性 を 照ら し て 管 発 する し 、 
あい まい な 光 に よっ て で は 把握 で き な い し 、 
は っ きり し て いる し 、 
分 か れ て いる し 、 
は ね 返る し 、 
上 方 に 曲がる し 、 
動き が 速い し 、 
高い し 、 
常に 上 昇 す る し 、 
他 の 物 を 把握 する し 、 
火 自 体 は 把握 され な いし 、 
他 の 物 を 必要 と し な いし 、 


ひそ か に 独り で に 増大 する し 、 

火 を 受容 する も の に 火 の 偉 大 性 を 現す し 、 

自発 的 で ある し 、 

力強い し 、 

す ぐに は 目 に 見 えな い が 、 全 て の も の の 中 に 存在 し て いる し 、 
傷 辱 で き な い し 、 対 立 で き な い 、 吉 わ ば 、 報 い を 与え る 一 手段 で あ 
る し 、 

突然 に 、 諸 物 を 火 に 従わ させ る 事 が で きる し 、 

理解 不可 能 で ある し 、 手 で 触れ られ な いし 、 

減ら す 事 が で き な い し 、 

施す 物 に 最も 満ち て いる 。 


火 は 、 無 限 で ある し 、 物 の 性 質 の 中 で 悪戯 好き な 部 分 で ある し 、 
最も 物 を 破壊 する の か 生じ る の が 疑問 が 有る (と プリ ニウス は 話し 
て いる )。 

火 は 、 唯 一 で 、 全 て の 物 に 浸透 し て いて 、 天 に 広がっ て いて 、 輝 
いて いる (と ピタ ゴラス 学派 の 人 々 は 話し て いる )。 

し か し 、 火 は 、 
地獄 で は 、 矯 正 さ れ て 、 暗 いし 、 苦 し め る し 、 

(この 世 と いっ た ) 中 間 で は 、 両 方 の 性 質 を 帯び る 。 

その た め 、 火 は 、 唯 一 で ある が 、 火 を 受容 する も の に よっ て は 多 
数 、 多様 で 、 違 つ 実 体 に は 違う 様相 で 火 は 割り 当て られ る (と クレ 
アン テス は 話し て いる と キケロ は 記し て いる )。 

人 が 利用 する 火 は 他 の 物 か ら 取り 出さ れる 。 

火 は 鉄 で 打っ て 石 か ら 取 り 出 され る 。 

土 の 中 の 火 は 掘 D 下 げ る と 煙 に 成る 。 

水 の 中 の 火 は 泉 と 井戸 を 暖め る 。 

海 の 深 み の 火 は 風 で 動 !\ て いる と 海 の 深 み を 暖め る 。 

(人 が 頻 役 に 見 る よう に 、) 風 の 中 の 火 は 風 を 燃やす 。 


全て の 動物 、 全 て の 生物 、 全 て の 植物 は 、 熱 に よっ て 保持 され て 
いる 。 


全て の 生物 は 潜在 する 熱 に よっ て 生き て いる 。 


火 の 性 質 は 、 全 て の も の を 多 産 に する 熱 で ある し 、 全 て の 者 に 命 
を も た ら す 光 で ある 。 


地獄 の 火 の 性 質 は 、 全 て の 者 を 焼き 尽く す 焼 きつ く よ う な 熱 で あ 
る し 、 全 て の 者 を 不毛 に する 導 で ある 。 


天 の 火 の 性 質 は 、 闇 の 震 で ある 悪 震 を 追い 払 つ 光 の 火 で ある 。 


天 の 光 の 火 と 同様 に 似 て いる 、 人 が 木 で 起こ し た 火 も 、 間 の 霊 で 
ある 悪霊 を 追い 払 つ 。 
人 が 木 で 起こ し た 火 は 、 天 の 光 を 仲介 する 。 


ヨハ ルネ に よる 福音 八 章 十 二 節 で 「 私 は 世 の 光 で ある 」 と 話し て い 
る イエ ス と いう 光 は 、 真 の 火 で ある し 、 光 の 父 で ある 神 で ある し 、 
も た ら さ れ て いる 全て の 善い も の は イエ ス か ら 来 て いる の で ある 。 


イエ ス と いう 光 は 、 イ エス の 火 の 光 を 放ち 、 太 陽 に 結び つい て か 
ら 太 陽 以 外 の 天体 と 結び つき 、 天 体 に よっ て 、 天 体 を 仲介 者 と し 
て 、 イ エス の 火 の 光 を 人 の 火 に 伝え る 。 


聞 の 圭 で ある 悪 吉 は 、 闇 で 、 強 まる 。 


光 の 天使 で ある 善 恨 な 圭 は 、 イ エス の 火 の 光 、 神 加 な 光 、 太 陽 
光 、 天 体 の 光 、 人 の 普通 の 火 の 光 で 、 強 く 成 っ て 行く 。 


その た め 、 覧 明 な 宗教 は 、 儀 式 の 祈り や 歌 と いっ た 全て の 宗 拝 方 
法 を 明か り 無 し で は 行う べき で は な い 、 と 定め た 。 


(この た め 、 同 じ 意 味 で 、 ピ タゴ ラス は 「 光 無 し で は 神 に つい て 
話す な か れ 」 と 話し て いる 。) 


また 、 覧 明 な 宗教 は 、 悪 霊 を 追い 払 つ た め に 、 財 罪 の 儀式 を し て 
埋葬 する まで 死者 の 遺体 の そば で 光 や 火 を 灯す べき で ある 、 と 定め 
て いる 。 


旧約 聖書 で 大 いな る ヤル ハル ウェ は 、 全 て の 捧げ 物 を 火 と 共に 捧げ る 
よう に 、 祭 壇 の 上 に 火 を 灯す よう に 、 命 じ て い る 。 
祭壇 の 祭司 は 、 こ の 決ま り が 守ら れる よう に 、 常 に 監視 し た 。 


ロー マ で 祭司 は 、 こ の 決ま り を 保持 し た 。 


四 大 元素 の 基礎 は 土 で ある 。 
な ぜ な ら 、 土 は 、 物 質 で ある し 、 実 体 で ある し 、 全 て の 天 の 光 と 
感化 の 受容 体 で ある 。 


土 に は 、 全 て の も の の 種 と 種 の 力 が 含ま れ て いる 。 
その た め 、 土 は 動物 、 植 物 、 鉱 物 で ある と 吉 え る 。 


土 は 水 、 火 、 風 に よっ て 多 産 に 成っ て 、 土 と 天 は 全て の も の を 独 
り で に 生じ る 。 


土 は 全て の も の か ら の 満ち あふ れ を 受容 する 。 


土 は 、 吉 わ ば 、 最 初 の 源泉 で ある 。 
土 か ら 全 て の も の は 湧き 出る 。 


土 は 、 中 心 で ある し 、 基 礎 で ある し 、 全 て の も の の 母 で ある 。 
望む だ け 土 を 取っ て 分 け て 洗浄 し て 細か くし て も 、 少 し 外気 の 中 
に 買 く と 、 天 の 力 に 満ち て 、 植 物 、 虫 と いっ た 生物 、 石 、 金 属 の 光 
を 独り で に 生じ る 。 


いつ で も 、 火 の 助け に よっ て 土 を 洗浄 し て 純粋 に 戻せ ば 、 土 に は 
大 いな る 秘密 が 存在 する 。 


土 は 、 人 の 創造 に お ける 第 一 賢 圭 で ある し 、 人 を 治し 保持 する 真 
の 楽 で ある 。 


第 一 部 第 八草 大 、 星 、 部 
報 、 大 使 、 神 の 中 に 、 ど の 
よう に 四 大 元素 が 存在 する 
の か 


原型 の 世界 で は 、 全 て の も の の 中 に 全て の も の が 存在 する 、 と 全 
て の プラ トン 主義 者 は 全員 一 致し て 同意 し て いる 。 


その た め 、 こ の 物質 世界 で も 、 全 て の も の の 中 に 全て の も の が 人 存 
在 する 。 


この た め 、 四 大 元素 は 、 こ の 下 の 肉 体 だ け で は な く 、 天 、 星 、 悪 
圭 、 天 使 、 全 て の も の の 原型 で ある 創造 主 で ある 神 の 中 に も 存在 す 


oO 


この 下 の 肉 体 の 中 で は 、 四 大 元素 は 、 大 い に 粗 召 な 物質 と 共に 存 
在 する 。 


天 の 中 で は 、 四 大 元素 は 、 天 の 性 質 と 力 と 共に 存在 する 。 
喜 い 換え る と 、 天 の 中 で は 、 地 上 の も の の 中 の 四 大 元素 が 神 の 四 
大 元素 を 模 信 し て 地上 より 優れ た 様相 で 存在 する 。 


天 の 土 の 堅 較 さ は 、 こ の 世 の 水 の 粗雑 さ 無し で 存在 する 。 

天 の 風 の 敏速 さ は 限度 を 越え な し!。 

天 の 火 の 熱 は 、 燃 や さ ず に 灯 い て 、 熱 に よっ て 命 を 全て の 者 に も 
た ら す 。 


惑星 で は 、 大 陽 と 火星 は 火 の 元素 の 惑星 で ある 。 

金星 と 木星 は 風 の 元素 の 惑星 で ある 。 

水星 と 土星 は 水 の 元素 の 惑星 で ある 。 

(多数 の 魔術 師 は 月 を 水 の 元素 の 惑星 と 考え て いる が 、) 月 と 第 八 
の 天体 (で ある 天王 星 ) な ど は 土 の 元素 の 惑星 で ある (と コル ネリ ウス 
アグ リッ パ は 考え て いる )。 

な ぜ な ら 、 土 で ある か の よう に 、 月 は 、 天 の 水 を 受容 し て 、 天 の 


水 を 引き 寄せ る 。 
月 は 、 地 球 が 月 に 近い の で 、 人 に 天 の 水 を 放射 し て 、 人 と 交流 す 
る 。 


黄道 十 二 宮 に も 、 火 の 元素 の 宮 、 土 の 元素 の 宮 、 風 の 元素 の 宮 、 
水 の 元素 の 宮 が 存在 する 。 


四 大 元素 は 、 黄 道 十 二 宮 を 四 大 元素 の 最初 、 四 大 元素 の 中 間 、 四 
大 元素 の 最後 に 分 け て 、 天 の 中 で 黄道 十 二 宮 も 統治 し て いる (と コ 
ルネ リウ ス アグ リッ パ は 考え て いる )。 


白 羊 宮 は 火 の 元素 の 最初 で ある 。 
金 牛 宮 は 土 の 元素 の 最初 で ある 。 
双 喝 宮 は 風 の 元素 の 最初 で ある 。 
巨 内 宮 は 水 の 元素 の 最初 で ある 。 


獅子 宮 は 火 の 元 素 の 中 間 で あり 、 進 歩 、 増 大 で ある 
処女 宮 は 土 の 元素 の 中 間 で あり 、 進 歩 で ある 。 
天 祥 宮 は 風 の 元 素 の 中 間 で あり 、 進 歩 で ある 。 


天 昌 宮 は 水 の 元素 の 中 間 で ある 。 
人 馬 宮 は 火 の 元素 の 最後 で ある 。 
暦 宮 は 土 の 元素 の 最後 で ある 。 
宝 瓶 宮 は 風 の 元素 の 最後 で ある 。 
双 魚 宮 は 水 の 元素 の 最後 で ある 。 
(と コル ネリ ウス アグ リッ パ は 考え て いる 。) 


その た め 、 四 大 元素 と 、 惑 星 と 黄道 十 二 宮 の 混合 物 に よっ て 、 全 
て の 天体 は 創造 され て いる 。 


悪霊 も 四 大 元素 に 分 ける 事 が で きる 。 

その た め 、 あ る 加 霊 は 火 の 元素 の 悪 圭 で ある し 、 
ある 悪霊 は 土 の 元素 の 悪霊 で ある し 、 

ある 悪 圭 は 風 の 元素 の 悪 圭 で ある し 、 

ある 悪 圭 は 水 の 元素 の 悪 圭 で ある 。 


この た め 、 冥 界 の 四 つ の 川 で も 、 
燃え 盛る 川 プ レ ゲ ト ン は 火 の 元素 の 川 で ある し 、 
砺 嘆 の 川 コ キュ ー ト ス は 風 の 元素 の 川 で ある し 、 
不死 を も た ら す ステ ュ ク ス は 水 の 元素 の 川 で ある し 、 


苦悩 の 川 ア ケロ ー ン は 土 の 元素 の 川 で ある 。 

福音 書 に も 、 地 獄 に 堕ち た 人 が 入る よう に 命じ られ る 「 地 獄 の 
火 」 ヽ 「 永遠 の 火 」 に つい て 記さ れ て いる 。 

ヨハ ルネ の 天 示 録 に は 、「 火 の 池 」 に つい て 記さ れ て いる 。 


イザ ヤ 書 に は 、 主 で ある 神 は 風 に よっ て 地獄 に 堕ち た 人 を 罰 す 
る 、 と 記さ れ て いる 。 


ヨブ 記 に は 、 
「 熱 さ が 雪 水 を 奪い 去る 」 と 記さ れ て いる し 、 
地 は 暗く 、 死 と 慈 惨 の 暗 間 に 覆 わ れ た 、 と 記さ れ て いる 。 


天 の 天 使 と 神聖 な 知 的 存在 で ある 善良 な 霊 的 存在 に も 四 大 元素 が 
存在 する 。 

天使 に は 実体 の 安定 性 が 存在 する 。 

天使 の 実体 の 安定 性 は 土 の 元素 の 力 で ある 。 

天使 の 実体 の 安定 性 に 、 安 定 し て いる 神 の 座 は 存在 する 。 

天使 の 思い や り と 神 へ の 景 敬 は 水 の 元素 の 清め る 力 で ある 。 

詩 記 で 詩 馬 の 作者 は 、 天 に つい て 話し て 、 
天使 を 「 水 」 と 呼ん で 、「 天 の 上 に いる 『 水 』」 に (「 主 で ある 神 
を た た える よう に 」) 命 じ て い る 。 


天使 の 霊 妙 な 人 息 は 風 の 元 素 の 力 で ある 。 
天使 の 愛 は 輝く 火 の 元素 の 力 で ある 。 


その た め 、( 詩 馬 と いっ た 旧約 ) 聖 書 で は 、 天 使 を 「 風 の 細 」 と 呼 
ん で いる 。 


詩 訪 で 詩 遍 の 作者 は 、 天 使 に つい て 話し て 、「 神 は 、 風 を 使者 と 
する 。 火 を 代行 者 、 使 者 と する 」 と 話し て いる 。 


偽 デ ィ オ ニュ シオ ス の 天使 の 位階 で は 、 


四 の 能 天 使 パ ワリ ワーズ 、 五 の 力 天使 ヴァ ー チ ャ ー ズ 、 九 の 寺 天 使 セ ラ 
フィ ム は 火 の 元 素 の 天使 で ある 。 

八 の 智 天 使 ケ ルビ ム は 土 の 元素 の 天使 で ある 。 

二 の 大 天使 アー クエ ンジ ェ ル ズ 、 七 の 座 天使 スロ ー ン ズ は 水 の 元 
素 の 天使 で ある 。 

三 の 権 天使 プリ ン シ パ リティ ー ズ 、 四 の 主 天使 ドミ ニオ ンズ は 風 
の 元素 の 天使 で ある 。 

(と コル ネリ ウス アグ リッ パ は 考え て いる 。) 


聖書 に は 、 全 て の も の の 創造 主 で ある 神 が 地 を 開い て 救世 主 イ エ 
ス を も た らし た 、 と 記さ れ て いな いか ? 


聖書 に は 、 神 は 清め て 復活 させ る 命 の 水 の 源泉 で ある 、 と 記さ れ 
て いな いか ? 


聖書 に は 、 神 は 命 の 息 を 吹き 込む 吉 で ある 、 と 記さ れ て いな い 
か ? 


聖書 で モー セ と パウ ロ は 、 神 は 焼き 尽く す 火 で ある 、 と 話し て い 
る 、 と 記し て いな いか ? 


その た め 、 四 大 元素 を 全て の 場所 で 見 つけ る 事 が で き る 。 
全て の も の の 中 に 四 大 元素 を 見 つけ る 事 が で きる 事 を 、 人 は 否定 
で き な い |!。 


四 大 元素 は 、 こ の 下 の 肉 体 の 中 で は 汚れ て いて 粗雑 で ある が 、 天 
で は 清らか で ある 。 


四 大 元素 は 、 天 を 超越 し て いる 世界 で は 生き て いる 。 
四 大 元素 は 、 全 て の 点 で 、 神 聖 で ある 。 


四 大 元素 は 、 原 型 の 世界 で は 、 被 造物 の 原型 で ある 。 

四 大 元素 は 、 知 的 世界 で は 、 割 り 当 て られ た 能力 で ある 。 
四 大 元素 は 、 天 で は 、 力 で ある 。 

四 大 元素 は 、 下 の 肉体 で は 、 粗 雑 な 形 で ある 。 


第 一 部 第 十 一 曹 どの よう に 
「 イ デア 」、「 原 型 」 は 

「 世界 の 魂 」、「 星 の 光 」 
の 助け に よっ て 隠さ れ た 力 
を も の の 性 質 に 吹き 込む の 
か 、 隠 され た 力 に 最も 満ち 
て いる も の は 何 か 


(アス トラ ル ライ ト は 「 世界 の 魂 」 と も 呼ば れる 。) 
("アス トラ ル ライ ト 」 は 「『 星 の 光 」 を 意味 する 。) 


上 の 原型 は 全て の 下 の 肉 体 の 原型 で ある 、 と プラ トン 主義 者 は 話 
し て いる 。 


「 イ デア 」 は 肉体 、 魂 、 精 神 よ り 上 の 単 一 な 純粋 な 清らか な 不変 
な 分 割 不可 能 な 霊 的 な 永遠 な 「 原型 」 で ある 、 と プラ トン 主義 者 は 
定義 し て いる 。 

「 イ デア 」、「 原 型 」 は 全て 、 肉 体 、 魂 、 精 神 よ り 上 の 単 一 な 純 
粋 な 清らか な 不変 な 分 割 不可 能 な 圭 的 な 永 速 な も の で ある 、 と いつ 
同一 の 性 質 で ある 。 


第 一 に 、 プ ラ ト ン 主義 者 は 、「 イ デア 」、「 原型 」 を 、 原 因 と し 
て 、 神 と し て 、 善 その も の の 中 に 突き 止め た 。 


諸々 の 「 イ デア 」、「 原 型 」 は 、 あ る 相対 的 な 考察 に よっ て の み 


区 別 さ れる が 、 
諸々 の 「 イ デア 」、「 原 型 」 は 、 少 な く と も ( 天 の 神 の ) 世 界 に 存在 
する の で 、 


諸々 の 「 イ デア 」、「 原 型 」 は 、( 各 々 、) 多 数 で は な く 、 単 一 で あ 
る べき で ある 。 


少な く と も 神 は 実体 が 単 一 に 複合 し て いる べき で ある の で 、 
諸々 の 「 イ デア 」、「 原 型 」 は 、 本 質 的 に 、 一 致す る 。 
(例え ば 、 真 実 、 善 、 美 が 一 致す る よう に 。) 


第 二 に 、 プ ラ ト ン 主義 者 は 、「 イデ ア 」、「 原 型 」 を 、「 世 界 の 
魂 」 と し て 、 知 性 その も の の 中 に 突き 止め た 。 


諸々 の 「 イ デア 」、「 原 型 」 は 、 絶 対 的 な 形 に よっ て 区 別 さ れ 


oO 


神 の 中 で は 、 全 て の 「 イ デア 」、「 原 型 」 は 、( 各 々 、) 単 一 の 形 
し か 持た な い 。 


「 世界 の 魂 」 の 中 で は 、 全 て の 「 イ デア 」、「 原 型 」 は 、 
(各々 、) 多 数 の 形 を 持つ 。 


肉体 に つなが っ て いる 精神 で あれ 、 肉 体 に つなが っ て いな い 精 神 
で あれ 、 全 て の 他 の 者 の 精神 の 中 に 、 諸 々 の 「 イ デア 」、「 原 型 
は 置か れ て いる 。 


諸々 の 「 イ デア 」、「 原 型 」 は 、( 精 神 に 、) あ る 程度 、 関 所 し て 
いる の で 、 徐 々 に 、 ま すま す 、 特 色 を 出し て 行く 。 


(第 三 に 、) プ ラ ト ン 主義 者 は 、「 イ デア 」、「 原 型 」 を 自然 の 中 
に 突き 止め た 。 

な ぜ な ら 、 

「 イ デア 」、「 原 型 」 は 、 あ る 小さ い 、 形 の 種 た ね を (自然 の 中 に ) 
吹き 込ん で いる 。 


(第 四 に 、) プ ラ ト ン 主義 者 は 、「 イ デア 」、「 原 型 」 を 物質 の 中 
に 影 と し て 突き 止め た 。 


補足 する と 、「 世界 の 魂 」 の 中 で は 、「 イ デア 」、「 原 型 」 は 、 
も の の 多数 の 、 種 た ね の 形 と し て 存在 する 。 
神 の 精神 の 中 で は 、「 イ デア 」、「 原 型 」 は 「 イ デア 」、「 原 


型 」 と し て 存在 する 。 

星々 より 上 の 天 で 神 の 精神 が 実行 し た 形 は 、 神 の 精神 の 形 を 形成 
し て 、 神 の 精神 の 形 を 全て の 星 の あ る 性 質 に 刻み 込ん で いる 。 
その た め 、 形 と 性 質 、 下 の 種 し ゅ の 全て の 力 と 性 質 は 、 星 に か 
か っ て いる 。 

この た め 、 全 て の 種 し ゅ に は 、 種 し ゅ に 相応 し い 天 の 形 が 存在 す 
る 。 
また 、 種 し ゅ は 、 作 用 する 不思議 な 力 を 生じ る 。 
種 し ゅ は 、「 世界 の 魂 」 の 中 の 種 た ね の 形 を 通じ て 、 種 し ゅ の 
「 イ デア 」、「 原 型 」 か ら 、 固 有 の 力 を 授かる 。 

な ぜ な ら 、「 イ デア 」、「 原 型 」 は 、 全 て の 種 し ゅ の 根源 的 な 原 
因 で ある 、 だ け で は な く 、 種 し ゅ に 内 在 す る 全て の 力 の 原因 で あ 
る 。 


(実に に 、 も の の 力 は 「 イ デア 」 、「 原型 」 か ら の 作用 で ある が 、) 
天 の 感 化 力 が 、 も の の 本 質 に 存在 する 性 質 を 動か す 。 

喜 い 換え る と 、 
天 の 感化 力 に は 、 唯 一 の 確実 な 基礎 が 存在 する し 、 
天 の 感 化 力 は 、 必 然 で ある し 、 
天 の 感 化 力 は 、 有 効 で ある し 、 強 いし 、 十 分 で ある し 、 
天 の 感 化 力 は 、 無 駄 に 実行 し な い 、 

と 多数 の 哲学 者 は 話し て いる 。 

天 の 感 化 力 は 実行 に お いて 誠 リ が 無い が 、 物 質 の 不純 物 や 不 つ り 
合い が 原因 で 放り が 生じ る 。 

この た め 、 同 じ 種 し ゅ の 中 で も 、 多 か れ 少 な か れ 、 物 質 の 純度 や 
乱れ に 比例 し て 、 強 弱 が 存在 する 。 

物質 の 不足 や 乱れ は 、 全 て の 、 天 の 感化 力 を 妨げ る 。 

これ が 、 「 物 質 的 な 報い に 応じ て 天 の 力 は 吹き 込ま れる 」 と いう 
プラ トン 主義 者 の 吉 葉 の 由来 で ある 。 


ウェ ル ギ リ ウス も 詩 で 、 こ れ に つい て 吉 及 し て いる 。 


「 も の の 性 質 は 、 火 で ある し 、 上 か ら の 物 で ある 。 も の の 性 質 は 、 
粗雑 な 体 か ら 解放 され る と 、 神 の 力 で 動く 」 


その た め 、 原 型 が 無い 物質 が 、 原 型 に 、 よ り 似 て いる ほど 、 原 弄 
の 作用 に 似 て 、 作 用 に お いて 、 よ り 強 い 力 が 有る 。 


この た め 、 天 の 状態 や 形 が 下 の 種 し ゅ に 内 在 す る 全て の 素晴らし 
い 力 の 原因 で ある 、 と 理解 で きる で あろ っ う 。 


第 一 部 第 十 二 章 同じ 種 し ゅ 
の 中 で さえ も 、 ど うし て 特 
定 の 力 が 特定 の 個体 に 吹き 
込ま れる の か 


多数 の 個体 に は 、 天 の 星々 の 形 と 状態 か ら の 物 で ある 、 種 し ゅ の 
よう に 不思議 な 独特 の E 力 が 存在 する 。 


全て の 個体 は 、 ホ ロス コー プ と 星座 の 下 に 存在 する 時 か ら 、 種 
し ゅ か ら 受 容 す る 力 と は 別に 、 性 質 と し て 、 顕著 な 何 か に 作用 し た 
り 顕著 な 何 か を 受容 し た りす る 特定 の 不思議 な 力 と 関係 を 持つ 。 


(ホロ スコ ー プ は 、 占 星 術 で 使用 する 、 黄 道 十 二 宮 に お ける 地表 
と 大 陽 と 月 と 惑星 の 位置 関係 で ある 。) 


個体 の 独特 の 力 は 、 
ー 部 は 、 天 の 感化 力 に よっ て 作用 し 、 
ー 部 は 、 個 体 の 物質 が 「 世界 の 魂 」 に 従う 事 に よっ て 作用 する 。 


物質 が 「 世界 の 魂 」 に 従う の は 、 実 に 、 肉 体 が 魂 に 従っ よう な 物 
な の で ある 。 


(「 世界 の 魂 」 は 十 九 世紀 の 魔術 師 エ リフ ァ ス レヴ ィ の アス トラ 
ル ライ ト で ある 。) 


な ぜ な ら 、 人 (の 魂 ) は 、 肉 体 が 人 (の 魂 ) の 中 に 存在 する 、 と 感じ 
て いる し 、 
人 (の 魂 ) は 、 物 質 に つい て の 人 (の 魂 ) の 考え に 従っ て 肉体 は 動か さ 
れる 、 と 感じ て いる し 、 
人 (の 魂 ) は 、 人 (の 魂 ) が 何 か を 恐れ る か 避け る と 、 了 肉体 は 自発 的 に 
動く 、 と 感じ て いる 。 


何 度 で も 、 天 の 魂 が 個体 に つい て 考え る と 、 天 の 魂 に 従っ て 、 個 
体 の 物質 は 動か され る 。 


自然 で は 、 上 の 動き に よる 創造 カ に よっ て 、 色 々 な 不思議 な 物事 
が 現れ る 。 

作用 者 の 魂 が 同一 の 方 向 に 傾く な ら ば 特に 、 色 々 な 不思議 な 物事 
は 、 自 然 な 力 だ け で は な く 、 時 に は 人 工 の 力も 含め て 、 色 々 な 力 を 
抱い て 創造 する 。 


その た め 、 「 ここ で (、 地 上 で ) 実 行 さ れる 全て の 事 は 、 事 前 に 、 
(既に 、) 星 々 、 諸 天体 の 動き や 考え の 中 で 実行 され て いる 」 と ア 
ヴィ セン ナ は 話し て いる 。 


この た め 、 物 事 に お いて 、 多 様 に 配置 され た 物質 だ け で は な く 、 
多数 の 人 々 が 考え て いる よう に 、 多 様 な 感化 力 と 形 が 、 多 様 な 結 
果 、 傾 向 、 配 置 を も た ら す 。 

本 当 に 明確 な 違い で は な く 、 独 特 な 違い が (、 物 事 に お いて 、 多 
様 な 結果 、 傾 向 、 配 置 を も た ら す )。 


全て の も の の 「 第 一 原因 」 で ある 神 は 、 物 事 が 実行 され る 諸 段 階 
を 、 色 々 な 者 に 割り 当て て いる 。 
不変 で ある 神 は 、 神 意 に 適う よう に 、 物 事 が 実行 され る 諸 段階 
を 、 全 て の 者 に 割り 当て て いる 。 


「 第 二 原因 」( で ある 「 七 つの 霊 」 で ある 「 七 大 天使 」)、 天 使 、 
天 の 者 は 、 肉 体 や 物質 の 処理 に つい て と 、 肉 体 や 物質 と 関係 が 有る 
霊 的 な も の の 処理 に つい て 、 神 と 協力 する 。 


その た め 、 神 が 、「 世界 の 魂 」 を 通じ て 、 全 て の 力 を 吹き 込ん で 
いる 。 

守 守 し 。 
類似 に よる 特定 の 力 に 従っ て 、 
力 を 統治 し て いる 知 的 存在 で ある 善良 な 霊 的 存在 に 従っ て 、 
「( 星 の ) 光 」 の 合流 に 従っ て 、 
ある 独特 の 調和 的 な 一 致 に よる 、 占 星 術 の アス ペク ト に 従っ て 、 
神 は 、「 世 界 の 魂 」 を 通じ て 、 全 て の 力 を 吹き 込ん で いる 。 


(占星 術 の アス ペク ト は 、 ホ ロス コー プ に お ける 、 志 度 以上 百 八 
十 度 以下 の 、 天 体 間 の 角度 の 差 で ある 。) 
(ホロ スコ ー プ は 、 占 星 術 で 使用 する 、 黄 道 十 二 宮 に お ける 地表 
と 太陽 と 月 と 惑星 の 位置 関係 で ある 。) 


第 一 部 第 十 三間 隠さ れ た 力 
は 、 どこから 生じ る の か 


雄 石 に は 鉄 を 引き 寄せ る 力 が 存在 する 事 と 、 ダ イア モン ド が 磁石 
の 力 を 奪う 事 は 、 全 て の 人 々 に 良く 知ら れ て いる 。 

琉 垢 コハク と を 擦 こ すり 合わ せる と 表 わら を 引き 寄せ る 。 

石綿 アス ベス ト は 燃え る と 消火 が 困難 で ある 。 

赤色 の 宝石 カー バン クル は 導 の 中 で 輝く 。 

イー グル スト ー ン は 、 若 い 女 性 や 若い 果実 より 上 に 置く と 女性 や 
果実 を 強め る が 、 下 に 置く と 発育 不全 を 引き 起こ す 。 

碧 玉 ジャ スパ ー は 止血 する 。 

ある コバ ン ザ メ は 船 を 止め る 。 

ルバーブ と いう 野菜 は 短気 を 追い 払う 。 

カメ レオ ン の 肝臓 を 燃やす と 、 に わか が 雨 と 雷 が 起き る 。 

へ リオ トロ ー プ と も 呼ば れる プラ ッ ド スト ー ン は 目 を くら ませ 
て 、 ブ ラッ ドス トー ン を 身 に つけ て いる 者 を 目 に 見 えな くす る 。 

リュ クリ ウス 石 は 目 の 前 か ら 錯 覚 を 除去 する 。 

リッ パリ ス 石 の 香り は 全て の 獣 を 呼び 寄せ る 。 

シノ キテ ィ ス 石 は 地獄 の 霊 を 呼び 寄せ る 。 

アナ キテ ィ ス 石 は 神々 の 映像 を 出現 させ る 。 

エン ネ シ ス を 夢 を 見 て いる 者 の 下 に 置く と 神託 が 起き る 。 

ある 薬草 が エチ オ ピ ア に は 存在 し て いて 、 池 や 湖 を 干 上 が ら させ 
て 、 池 の 中 に 閉ざさ れ て いた 全て の も の を 公然 と 成ら せる 、 と エチ 
オ ピ ア 人 は 話し て いる 。 

ラ タ シ ェ と 呼ば れる 薬草 は 、 ペルシャ の 王 が 王 の 代理 人 へ 授け る 
と 、 ど こ へ 代理 人 が 来 て も 、 代 理 人 が 全て の も の に 満ち あふ れる 、 
と 記さ れ て いる の を コル ネリ ウス アグ リッ パ は 見 た 事 が 有る 。 

ある 薬草 が スキ タイ に は 存在 し て いて 、 食 べ る か 口 く ち に 含ん で 
いる と 、 十 二 日 間 スキ タイ 人 は 人 負え と 湯 き に 耐え られ る 、 と スキ タ 
イ 人 は 話し て いる 。 


「 人 が 永遠 に 長生 き で きる 多数 の 種類 の 楽 草 や 石 が 存在 する が 、 
人 が 永遠 に 長生 き で きる 薬草 や 石 の 知 を 理解 する 事 は 正しく な い 。 
な ぜ な ら 、 実 に 、 人 は 、 短 い 時 間 だ け 生 き て 、 全 力 で 害 を 学び 、 悪 
の 全て の 様相 を 試み る べき で ある 。 

も し 、 人 が 長生 き で きる と 確信 し た ら 、 人 は 神々 の た め に 自身 の 身 
を 削ら な いで あろ う 」 と 神託 が アプ レイ ウス に 教え て くれ た 、 と ア 


プレ イ ウ ス は 話し て いる 。 


し か し 、 も の の 性 質 に つい て の 膨大 な 書物 を 記し て いる 全て の 
人 々 は 、 薬 草 や 石 な どの 力 が 、 ど こ か ら の 物 で ある の か 、 全 く 明 ら 
か に し て いな い )。 

ヘル メス 、 ボ ッ カ ス 、 ア ー ロ ン 、 オ ルフ ェ ウ ス 、 テ オプ ラス ト 
ス 、 テ ー ビ ト 、 ゼ ノ テ ミス 、 ゾ ロア スタ ー、 エ ヴァ クス 、 デ ィ オ ス 
コリ デス 、 へ ブラ イ 人 の イサ ク 、 Ni アル 
ベル トゥ ス 、 ア ル ノ ル ドゥ ス は 、 薬 草 や 石 な どの 力 が 、 こ か ら の 
物 で ある の か 、 全 く 明 ら か に し て いな い !。 

けれ ども 、 ヘ ル メ ス な ど 全 て の 魔術 師 は 「 大 いな る 力 と 人 の 運命 
は 石 と 薬草 の 力 の 中 に 横たわっ て いる 」 と いう 同じ 事 を 認め て い 


ザ カ リア ス は ミ トリ ダテ ス に 「 大 いな る 力 と 人 の 運命 は 石 と 薬草 
の 力 の 中 に 横たわっ て いる 」 と 書い て いる 。 


薬草 と 石 の 力 が 、 ど こ か ら 来 る の か 知る に は 、 よ り 高 い 考察 が 必 
要 で ある 。 


アリ スト テレ ス 学 派 の アフ ロディ シア ス の アレ クサ ンド ロス は 、 
感性 と 資質 に よっ て 、「『 四 大 元素 が 薬草 と 石 の 力 を も た ら す 」 と い 
つう 意 見 で ある が 、 
薬草 や 石 が 同じ 種 し ゅ で あれ ば 、「 四 大 元素 が 薬草 と 石 の 力 を も た 
ら す 」 と いう 意見 の 質 は 多分 に 真実 で ある と 思わ れる 。 

し か し 、 石 の 諸 作 用 の 多く は 、 種 類 と も 種 し ゅ と も 一 致し な い 。 
その た め 、 プ ラ ト ン と プラ トン 主義 者 は 、 薬 草 と 石 の 力 の 原因 
は 、 も の の 前 身 で ある 、「 イ デア 」、「 原 型 」 で ある と 考え て い 
る 。 

し か し 、 
アヴィ セン ナ は 、 薬 草 と 石 の 力 の 作用 の 原因 は 知 的 存在 で ある 善良 
な 霊 的 存在 で ある 、 と 考え て いる 。 

ヘル メス は 、 楽 量 と 石 の 力 の 原因 は 星々 で ある 、 と 考え て いる 。 
アル ベル トゥ ス は 、 楽 草 と 石 の 力 の 原因 は 、 も の の 特殊 な 形 で あ 
る 、 と 考え て いる 。 


プラ トン 達 、 魔 術 の 権威 は 相互 に 考え を 阻 は ば ん で いる よう に 見 
える が 、 
プラ トン 達 の 考え を 正しく 理解 すれ ば 、 プラトン 達 の 考え は 全て 真 
理 か ら 外 れ て いな しい)。 


な ぜ な ら 、 プラトン 達 の 吉 葉 は 全て 、 ほ と ん どの も の に お いて 、 
結果 的 に 同一 で ある 。 


な ぜ な ら 、 第 一 に 、 神 は 全て の 力 の 最初 で あり 最後 で ある 。 


神 は 「 イ デア 」、「 原 型 」 の 徴 し る し を 神 の 従者 で ある 知 的 存在 
で ある 善 民 な 霊 的 存在 に 託す 。 


知 的 存在 で ある 善良 な 霊 的 存在 は 、 

(「 テ ィ マ イオ ス 」 で プラ トン が 話し て いる よう に 、) 王 で ある 神 の 
中 に 存在 する 形 を 、 受 け 取 っ て か ら 、 星 々 に よっ て 伝え る まで の 間 
に 、 物 質 を 配置 し て 、 

神 に 忠実 な 役人 と し て 、「 イ デア 」、「 原型 」 の 力 、 天 、 星 々 を 手 
段 と し て 、 神 か ら 託 され た 全て の も の に 署名 する 。 


星々 と いっ た 、 形 を も た ら す も の は 、 神 の 知 的 存在 で ある 善 展 な 
霊 的 存在 の 助け に よっ て 、 形 を 流通 させ る 。 


神 は 神 の 知 的 存在 で ある 善 展 な 寺 的 存在 を 神 の 作品 の 統治 者 、 管 
理 者 と し て いる 。 

神 は 、 知 的 存在 で ある 善良 な 寺 的 存在 に 託し て いる も の で ある 楽 
革 や 石 な どの 力 を 、 知 的 存在 で ある 善 展 な 霊 的 存在 に 託し て いる 。 


その た め 、 石 、 楽 草 、 金 属 と いっ た も の の 力 は 全て 、 統 治 者 で あ 
る 知 的 存在 で ある 善 恨 な 霊 的 存在 か ら の 物 で ある 、 と し て も 良い 。 


この た め 、 も の の 形 と 力 は 、 第 一 に は 、「 イ デア 」、「 原 型 」 か 
ら 来 る 。 

も の の 形 と 力 は 、 第 二 に は 、 も の の 形 と 力 を 統治 し て いる 知 的 存 
在 で ある 善良 な 寺 的 存在 か ら 来 る 。 

も の の 形 と 力 は 、 第 三 に は 、 天 が 配置 し て いる 占星 術 の アス ペク 
ト か ら 来 る 。 

も の の 形 と 力 は 、 第 四 に は 、 天 の 感化 力 に 応じ て 、 天 が 配置 し て 
いる 四 大 元素 の 傾向 か ら 来 る 。 


その た め 、 下 の も の で は 、 表 お も て に 表れ て いる 形 が 、 石 、 薬 
草 、 金 属 な どの 作用 を 発揮 する 。 
天 で は 、 配 置 し て いる 力 が 、 石 、 薬 草 、 金 属 な どの 作用 を 発揮 す 
の 


る 。 
知 的 存在 で ある 次 良 な 霊 的 存在 で は 、 仲 介し て いる 法則 が 、 石 、 


薬草 、 金 属 な どの 作用 を 発揮 する 。 
「 第 一 原因 」 で ある 神 で は 、「 イ デア 」、「 原 型 」 が 、 石 、 薬 
草 、 金 属 な どの 作用 を 発揮 する 。 


形 、 力 、 法 則 、「 イ デア 」、「 原 型 」 は 全て 、 結 果 の 達成 と 、 全 
て の も の の 力 に お いて 、 必 然 的 に 一 致す る 。 


この た め 、 全 て の 薬草 と 石 に は 不思議 な 力 、 作 用 が 存在 する 。 
た だ し 、 一 つの 星 に は 、 全 て の 楽 草 と 石 を 超越 し て いる 、 よ り 大 
いな る 不思議 な 力 、 作 用 が 存在 する 。 


全て の も の は 、 星 を 統治 し て いる 知 的 存在 で ある 善良 な 霊 的 存在 
か ら 、 特 に 第 一 原因 で ある 神 か ら 、 多 数 の も の を 受け 取っ て 獲得 す 
る 。 


神 に よっ て 、 全 て の も の は 、 吉 わ ば 賛歌 に お ける よう に 常に 全て 
の も の の 無 上 の 創造 主 を た た えて 、 唯 一 に 調和 的 に 一 致し て 、 相 互 
に 正確 に 調和 する 。 


「 ア ザル ヤ の 祈り と 三 人 の 若者 の 賛歌 」 の 炉 の 中 の 三 人 の 子 の よ 
うに 、 
全て の も の は 、 歌 っ て 神 を た た える よう に 求め られ て いる 。 

人 の 子 達 と 共に 、 地 上 で 成長 する 全て の も の 、 水 の 中 で 動く 全て 
の 者 、 天 の 全て の 鳥 、 獣 、 動 物 は 、 主 で ある 神 を た た えな さい !。 


その た め 、 神 と いう 唯一 の 、 諸 結果 の 必然 の 原因 だ けが 存在 す 


この た め 、 第 一 原因 で ある 神 と 全て の も の の つなが り と 、 神 の 永 
遠 の 「 イ デア 」、「 原 型 」 と 全て の も の の 一 致 が 存在 する 。 


原型 の 世界 で 全て の も の が 定め られ た 独特 の 立場 を 持つ 所 か ら 、 
全て の も の は 生き て 独自 の 存在 を 受け 取る 。 

薬草 、 石 、 金 属 、 動 物 、 吉 葉 、 話 す 事 の 全て の 力 と 、 神 の 全て の 
も の は 、 原 型 の 世界 に 存在 する 。 


第 一 原因 で ある 神 は 、 知 的 存在 で ある 善良 な 圭 的 存在 に よっ て 実 
行 す る し 、 下 の も の に よっ て 作用 する が 、 下 接 的 に 自分 で 実行 する 
時 が 有る 。 

神 が 直接 的 に 実行 する 事 を 「 奇跡 」 と 呼ん で いる 。 


プラ トン な ど が 「 従者 」 と 呼ん で いる 第 二 原因 (で ある 七 つ の 霊 

で ある 七 大 天使 ) は 、 第 一 原因 で ある 神 の 命令 、 任 命 に よっ て 、 当 
然 、 実 行 す る の で 、 結 果 を も た ら す た め に 必要 と され る が 、 
も し 神 が 、 神 意 に 従っ て いる に も か か わら ず 、 第 二 原 因 ( で ある 七 
つの 寺 で ある 七 大 天使 ) を 解任 し て 一 時 停止 させ て 、 第 二 原 因 ( で あ 
る 七 つ の 霊 で ある 七 大 天使 ) が 完全 に 命令 、 任 命 を や め れ ば 、 神 が 
直接 的 に 実行 する 事 を 「 神 の 最も 大 いな る 奇跡 」 と 呼ん で いる 。 


この た め 、( 神 の 奇跡 に よっ て 、) カ ル デ ア 人 の 和 の 火 は 、「 アザ 
ル ヤ の 祈り と 三 人 の 若者 の 賛歌 」 の 子 達 を 燃やさ な か っ た 。 


また 、( 神 の 奇跡 に よ に っ て 、) ヨ シュ ア の 命令 に よっ て 、 大 陽 は 、 
ー 日 分 、 逆 行 し た 。 

また 、( 神 の 奇跡 に に っ て 、) ヒ ゼ キ ヤ の 祈り に よっ て 、 大 陽 は 、 
十 度 か 十 時 間 、 逆 行 し た 。 


また 、( 神 の 奇跡 に よっ て 、) イ エス キリ スト が 十字 架 に は りつ け 
に され た 時 、 大 陽 は 暗く な っ て 、 満 月 で も 暗かっ た 。 


神 の 奇 蹴 の 作用 の 理由 は 、 論 理 的 な 話 に よっ て で も 、 魔 術 、 隠 さ 
れ た 学問 、 奥 深い 学問 に よっ て で も 、 発 見 し た り 理 解 し た り で き な 
い が 、 神 託 に よっ て の み 、 知 る 事 が で きる し 、 調 べ る 事 が で きる 。 


第 一 部 害 十 四 草 「 世 界 の 
魂 」 に つい て 、「 世 界 の 

魂 」 と は 、 ど の よう な も の 
で ある の か 、「 世界 の 民 」 
は 仲介 者 と し て 、 ど の よう 
に 隠さ れ た 力 を 物体 に 結び 
つけ る の か 


(「 世界 の 魂 」 は 十 九 世紀 の 魔術 師 エ リフ ァ ス レヴ ィ の アス トラ 
ル ライ ト で ある 。) 


デモ クリ トス 、 オ ルフ ェ ウ ス 、 ピ タゴ ラス 学派 の 多数 の 人 々 は 、 
天 の も の の 力 と 下 の も の の 性 質 を 入念 に 調べ て 、「 全て の も の は 神 
に 満ち て いる し 、 全 て の も の に は 原因 が 存在 する 」 と 話し て いる 。 


な ぜ な ら 、 神 の 助け 無し に 自身 の 性 質 を 充足 し て いる 超越 的 な 力 
を 持つ も の な ど 存 在 し な い 。 


デモ クリ トス 、 オ ルフ ェ ウ ス 、 ピ タゴ ラス 学派 の 多数 の 人 々 は 、 
「 も の の 中 に 広がっ て いる 神 の 力 」 を 「 神 々 」 と 呼ん で いる 。 

ゾロ アス ター は 、「 も の の 中 に 広がっ て いる 神 の 力 」 を 「 神 の 魅 
力 」 と 呼ん で いる 。 

シュ ネ シ オ ス は 、「 も の の 中 に 広がっ て いる 神 の 力 」 を 「 神 の 誘 
惑 」 と 呼ん で いる 。 

他 の 、 あ る 人 々 は 、「 も の の 中 に 広がっ て いる 神 の 力 」 を 「 命 」 
と 呼ん で いる 。 

別 の 、 あ る 人 々 は 、「 も の の 力 は 、『 も の の 中 に 広がっ て いる 神 
の 力 』 に か か っ て いる 」 と 話し て 、「 も の の 中 に 広がっ て いる 神 の 
力 」 を 「 魂 」 と 呼ん で いる 。 


な ぜ な ら 、「 も の の 中 に 広がっ て いる 神 の 力 」 は 、「 も の の 中 に 
広がっ て いる 神 の 力 」 が 作用 し よう と し て いる 色々 な も の に 広がっ 


て いる 唯一 つの も の に よる 、 魂 の 性 質 で ある 。 


知力 を 知力 で 理解 で きる も の に 広げ る し 、 想 像 を 想像 で きる も の 
に 広げ る 人 も 、 色 々 な も の に 広がっ て いる 唯一 の も の に よる 、 魂 の 
性 質 に よっ て いる の で ある 。 


デモ クリ トス 、 オ ルフ ェ ウ ス 、 ピ タゴ ラス 学派 、 ゾ ロア スタ ー、 
シュ ネ シ オ ス 達 が 「 唯 一 の も の の 魂 が 伝え られ て 、 変 化 さ せ た り 、 
作用 を 妨 さ また げた り し て 、 別 の も の の 中 に 入る 」 と 話し て いる 時 
に 理解 し て いた も の が 、 唯 一 つの も の に よる 、 魂 の 性 質 な の で ある 。 

ダイ アモ ンド は 磁石 が 鉄 を 引き 寄せ る 事 が で き な い よう に 磁石 の 
作用 を 妨 さ また げ る よう に 。 


な ぜ な ら 、 魂 は 動く 第 一 の も の で ある 。 

また 、 デ モク リト ス 、 オ ルフ ェ ウ ス 、 ピ タゴ ラス 学派 、 ゾ ロア ス 
ター、 シ ュ ネ シオ ス 達 が 話し て いる よう に 、 
魂 は 魂 自身 で 動く 。 


と ころ が 、 肉 体 や 物質 は 、 肉 体 自体 や 物質 自体 に は 能力 が 無い 
し 、 動 く 能 力 が 無い し 、 魂 より 大 い に 共 化 し て いる 。 


その た め 、 デ モク リト ス 、 オ ルフ ェ ウ ス 、 ピ タゴ ラス 学 泊 、 ゾ ロ 
アス ター、 シ ュ ネ シオ ス 達 は 「 肉体 や 物質 より 優れ て いる 仲介 者 が 
必要 で ある 」 と 話し て いる 。 


肉体 や 物質 より 優れ て いる 仲介 者 と は 、 肉 体 が 無い 魂 の よう な も 
の 、 ま た は 、 魂 が 無い 時 の 肉体 の よう な も の で ある 。 

また 、 肉 体 や 物質 より 優れ て いる 仲介 者 と は 、 魂 と 肉体 を 結び つ 
ける も の で ある 。 


デモ クリ トス 、 オ ルフ ェ ウ ス 、 ピ タゴ ラス 学派 、 ゾ ロア スタ ー、 
シュ ネ シ オ ス 達 は 、 肉 体 や 物質 より 優れ て いる 仲介 者 が 「 世界 の 
魂 」 で ある と 考え た 。 


十 六 世 紀 現 在 の 魔術 師 達 は ' 世界 の 魂 」 を 「 第 五 元素 」 と 呼ん で 
いる 。 

な ぜ な ら 、「 世 界 の 魂 」 は 、 四 大 元素 か ら の も の で は な く 、 四 大 
元素 より 上 の 、 四 大 元素 と は 別 の 、 あ る 第 一 の も の で ある 。 


従っ て 、 天 の 魂 を 粗雑 な 肉体 と 結び つけ て 、 不 思 議 な 能力 を 肉体 


に も た ら す 、 あ る 種 し ゅ の 霊 、 仲 介 者 で ある 「 世界 の 魂 」 が 存在 す 
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人 の 民 が 人 の 肉体 の 中 に 存在 する 、 の と 同様 に 、 
仲介 者 で ある 霊 で ある 「 世界 の 魂 」 は 、 こ の 世 と いう 世界 の 物体 の 
中 に 存在 する 。 


仲介 者 で ある 霊 で ある 「 世界 の 魂 」 に よっ て 、 人 の 民 の 力 と 肉体 
の 各部 が 結び つい て いる 、 よ うに 、 

「 世界 の 魂 」 に よっ て 、「『 世界 の 魂 」 の 力 は 全て の も の の 中 に 広 
が っ て いる 。 


この た め 、 「 世界 の 魂 」 の 力 の 痕跡 が 無い も の は 世界 に は 存在 し 
な い 。 


「 世界 の 魂 」 の ほとん ど は 、「 世界 の 魂 」 の ほとん ど を 受け 取っ 
た も の の 中 に 吹き 込ま れ て いる 。 


「 世界 の 魂 」 は 、「 星 の 光 」 に よっ て 、 も の が 「 世 界 の 魂 」 と 適 
合 す る まで 、 受 け 取 られ る 。 


「 世界 の 魂 」 は 、 隠 され た 性 質 を 、 太 陽 、 月 、 惑 星 、 惑 星 より 高 
い 星 々 を 経由 し て 、 楽 草 、 石 、 金 属 、 動 物 に 伝え る 。 


四 大 元素 か ら 「 世界 の 魂 」 を 分 離す る 方 法 を 知る 人 に は 、「 世界 
の 魂 」 は 、 よ り 有 人 益 で ある 。 

また は 、 
少な く と も 「 世界 の 魂 」 に ほとん ど 満 ち て いる も の を 本 質 的 に 利用 
で きる 人 に は 、「 世界 の 魂 」 は 、 よ りり 有益 で ある 。 


な ぜ な ら 、「 世 界 の 魂 」 は 、 肉 体 の 中 で 肉体 に 湧 れ て いな い ほ 
ど 、 物 質 の 中 で 物質 に 阻止 され て いな い ほ ど 、 よ り 強 く 完 全 に 作用 
し て 、 よ り 物 質 を 創造 し や すい 。 


肉体 の 中 で 肉体 に 湧 れ て いな い 「 世界 の 民 」 に よっ て 、 物 質 の 中 
で 物質 に 阻止 され て いな い 「 世界 の 魂 」 に よっ て 、 全 て は 創造 的 に 
成っ て 、 力 の 温床 と 成る 。 


この た め 、 錬金術 師 は 黄金 や 銀 か ら 「 世界 の 魂 」 を 分 離し よ つ うと 
試み て いる 。 


「 世界 の 魂 」 を 正しく 分 離し て 、「 世界 の 魂 」 を 金属 と いっ た 物 
質 に 放射 する と 、「 世界 の 魂 」 は 金属 と いっ た 物質 を 黄金 や 銀 に 変 
える 。 


コル ネリ ウス アグ リッ パ は 、 錬 金 の 方 法 を 知っ て いる し 、 実 際 に 
黄金 が 錬 金 さ れ た の を 見 た 事 が 有る 。 


し か し 、 私 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ は 「 世界 の 魂 」 を 分 離し た 
物質 の 重 さ 以上 の 黄金 を 創造 で き な か っ た 。 

な ぜ な ら 、「 世 界 の 魂 」 は 形 が 広範 囲 で ある し 集中 的 で は な い の 
で 、「 世 界 の 魂 」 は 限度 を 越え て 変化 し て 不 完全 な 物体 を 完全 な 物 
体 に 変え な い 。 


私 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ に は 「 世界 の 魂 」 を 分 離し た 物質 の 
重 さ 以上 の 黄金 を 創造 で き な か っ た が 、 別 の 方 法 で 「 世界 の 魂 」 を 
分 離し た 物質 の 重 さ 以上 の 黄金 を 創造 で きる か も し れ な い 。 


第 一 部 第 十 五 草 も の の 力 を 
類似 に よっ て 、 どの よう に 
見 つけ 出し て 調べ る 必要 が 
有る か 


も の の 隠さ れ た 性 質 は 、 四 大 元素 の 性 質 か ら の 物 で は な く 、 上 か 
吹き 込ま れ て いる 、 と 明らか に 成っ た し 、 
も の の 隠さ れ た 性 質 は 、 人 の 感覚 か ら 隠 され て いる 、 と 明らか に 
成っ た し 、 
人 の 思考 力 は 、 も の の 隠さ れ た 性 質 を 、 最 終 的 に は 、 か ろう つうじ て 知 
る 事 が で きる 、 と 明らか に 成っ た 。 


も の の 隠さ れ た 性 質 は 、 実 に 、「 星 の 光 」 を 経由 し て いる 、 
「 命 」、「 世界 の 魂 」 か ら の 物 で ある 。 


人 は 、 経 験 と 推測 に よっ て の み 、 も の の 隠さ れ た 性 質 を 調べ る 事 
が で きる 。 


その た め 、 も の の 隠さ れ た 性 質 の 学問 に 参入 し た い 人 は 「 全 て の 
も の は 、 動 いて 、 自 身 を 類似 の も の に 向け て 、 隠 され た 力 と いう 性 
質 に お いて 、 四 大 元素 の 力 と いう 性 質 に お いて 、 類 似 の も の を 自身 
に 全力 で 傾け る 」 と 考え る 必要 が 有る 。 

また 、 時 に は 、「 全 て の も の は 、 動 いて 、 自 身 を 類似 の も の に 向 
け て 、 実 体 に お いて 、 類 似 の も の を 自身 に 全力 で 傾け る 」。 

人 が 塩 に お いて 理解 し て いる よう に 。 

な ぜ な ら 、 長 時 間 、 塩 と 共に 存在 し た も の は 全て 塩味 に 成る 。 


全て の 仲介 者 、 代 行者 に と っ て 、 全 て の も の は 、 作 用 し 始め る 
と 、 自 身 よ り 下 の も の を 創造 し よう と せ ず 、 多 分 に 、 自 身 に 類似 の 
も の を 創造 し よう と する 。 


また 、 人 々 は 「 健 康 的 な 動物 の 米 養 の 力 は 、 肉 を 薬草 や 植物 に 変 
える の で は な く 、 肉 を 健康 な (人 な どの 他 の も の の ) 体 に 変え る 」 事 
を 明らか に 理解 し て いる 。 


この た め 、 全て の も の の 中 に は 、 熱さ 、 冷 た さ 、 大 胆 さ 、 恐 怖 、 
慈 し み 、 怒り 、 愛 、 憎 : 如 や 、 その 他 の 感情 や 、 力 と いっ た 、 性 質 の 
過剰 さ が 存 在 する 。 


全て の も の の 中 に は 、 性 質 が 、 自 然 に に っ て で あろ うと 、 時 に は 
人 為 に よっ て で あろ うと 、 不 測 の 事態 に よっ て で あろ うと 、 存 在 す 


る 。 
淫ら な 女性 に は 、 大 胆 さ が 存在 する 、 よ うに 。 
全て の も の は 、 と て も 大 い に 動い て 、 類 似 の 性 質 、 感 情 、 力 を 招 
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その た め 、「 火 」 は 「 火 」 へ 動く し 、 
「 水 」 は 「 水 」 へ 動く し 、 
大 胆 な 人 は 大 胆 さ へ 動く 。 


「 脳 は 脳 を 改善 する し 、 肺 は 肺 を 改善 する 」 と 医者 に 良く 知ら れ 
て いる 。 

(中 国 で は 「 動物 の 脳 を 食べ る と 人 の 脳 が 改善 され る し 、 動 物 の 
肺 を 食べ る と 人 の 肺 が 改 善 さ れる 」 と いう 趣旨 の 事 が 吉 わ れ て い 
る 。 ) 


また 、 そ の た め 、「 カ エル の 自然 な 色 の 布 に 包ん で 首 に 掛け れ 
ば 、 カ エル の 右目 は 人 の 右目 の 炎症 を 改善 する し 、 カ エル の 左目 は 
人 の 左目 の 炎症 を 改善 する 」 と 吉 わ れ て いる 。 

カニ の 目 で も 類似 の 事例 が 報告 され て いる 。 


カメ の 右手 は 右手 の 、 左 手 は 左手 の 、 右 足 は 右足 の 、 左 足 は を 足 
の 、 靖 風 を 改善 する 。 


同様 に 、「 不 妊 の 動物 は 他 の 者 を 不妊 に する 」 と 吉 わ れ て いる 。 
特に 不妊 の 動物 の 零 丸 こう が ん 、 子 宮 、 尿 は 他 の 者 を 不妊 に す 
る 。 


この た め 、「 毎 月 ラバ の 尿 や ラバ の 尿 に 浸 の た され た 全て の 物 を 
飲ん で いる 女性 は 不妊 に 成る 」 と 人 々 は 報告 し て いる 。 

(現在 で も 水 の 入手 が 困難 な 場所 で は 家畜 の 尿 を 飲む が 人々 が 存在 
する 。) 


その た め 、 何 ら か の 性 質 や 力 を 獲得 し た い 人 は 、 類 似 の 動物 や 類 


似 の も の を 探求 し な さい !。 

類似 の も の の 中 に は 類似 の 性 質 が 、 類 似 し て いな いも の より 、 優 
れ た 様相 で 存在 する 。 

類似 の も の の 中 の 類似 の 部 分 を 取れ ば 、 性 質 や 力 が 最も 強い 。 


いつ で も 愛 を 育 は ぐ く みた い 人 は 、 ハ 上 ト 、 カ メ 、 ス ズ メ 、 ツ バ 
メ 、 セ キレ イ と いっ た 最も 愛 を 示す 動物 を 探し て 、 心 臓 、 肉 和 丸 こう 
が ん 、 子 宮 、 男 性 器 、 精 液 、 月 経 箇 と いっ た 性 欲 が 最も 強い 部 分 
を 、 動 物 が 愛 を 最も 激しく 抱い だ いて いる 時 に 、 取 りな さい 。 そ う 
すれ ば 、 愛 を 引き 寄せ る 。 


AS 大 胆 さ を 増す に は 、 ラ イオ ン や オス の ニワ トリ を 探し 
て 、 心 臓 、 目 、 額 ひたい を 取り な さい 。 


また 、 こ の た め に 、 プ ラ ト ン 主義 者 の プ セ ル ロ ス の 「 犬 、 カ ラ 
ス 、 オ ス の ニワ トリ は 、 用 心 深 さ を 大 きく 助け る 」 と いう 吉 葉 を 理 
解す る 必要 が 有る 。 


鳥 の ナイ チン ゲー ル 、 コ ウ モ リ 、 ミ ミズ ク の 心臓 、 頭 、 目 は 特に 
用 心 深 さ を 助け る 。 


その た め 、「 カラ ス や コウ モリ の 心臓 を 携帯 する 人 は 、 カ ラス や 
コウ モリ の 心臓 を 退け る まで 眠れ な い 」 と 喜 わ れ て いる 。 


「 起き て いる 時 に 乾燥 し た コウ モリ の 頭 を 右腕 に 縛り つけ た 人 が 
眠る と 、 乾 燥 し た コウ モリ の 頭 を は ず す まで 起き れ な い 」 と 吉 わ れ 
て いる 。 


カエ ル や フク ロウ は 人 の 口数 を 多く する 。 
特に カエ ル や フク ロウ の 舌 や 心臓 は 人 の 口数 を 多く する 。 


水生 カエ ル の 舌 を 眠っ て いる 人 の 頭 の 下 に 置 く と 、 眠 っ て いる 人 
は 寝 吉 を 話す 。 


かも 
眠っ て いる 女性 は 自身 の 秘密 * 話 す 。 


同様 に 、「 ミミ ズ ク の 心臓 、 AS 
胸 の 上 に 置く と 、 眠 っ て いる 人 は 自身 の 秘密 を 寝言 で 話す 」 と 吉 わ 
れ て いる 。 


同様 の 理由 で 、 長 生き し て いる 動物 は 長生 き を 助け る 。 


「 "自分 で 自身 を 再生 する 力 を 持つ 者 は 人 の 肉体 の 再生 と 若返り 
を 助け る 』 の は 真実 で ある と 知っ て いる 」 と 医者 は よく 明 吉 し て い 


書 へ ビ や へ ヘビ に よっ て 「 自 分 で 自身 を 再生 する 力 を 持つ 者 は 人 の 
肉体 の 再生 と 若返り を 助け る 」 事 は 明らか で ある 、 よ うに 。 


「 オ ス の シカ は へ ヘビ を 食べ て 若返る 」 事 は 知ら れ て いる 。 


同様 に 、 フ ェ ニ ックス は 自身 の た め に 作っ た 火 に よっ て 再生 す 
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べり リカ ン に は 自身 を 再生 する 力 が 存在 する 。 
ベリ カン の 右足 を 暖か い 肥 こ や し の 下 に 置く と 、 三 か 月 後 、 ベ ペリ 
カン が 再生 する 。 


ある 医者 達 は 毒 ヘ へ ベビ 、 ヘ レボ ルス と いう 植物 、 ペ リカ ン な どの 動 
物 の 肉 に よる 糖 剤 に よっ て 若返ら せ た 。 

ギリ シャ 神話 で 魔女 メデ ィ ア が 老い た ペリ アス を 若返ら せ ( る 嘘 
の 方 法 を ペリ アス の 女 達 に 教え て 級 し ) た よう に 。 

「 ク マ の 傷 の 血 を 吸え ば 、 肉 体 の 強 さ を 増す 」 と 信じ られ て い 


な ぜ な ら 、 ク マ は 最強 の 生物 で ある 。 


第 一 部 第 十 六 草 どの よう に 
力 の 作用 は 、 あ る も の か ら 
別 の も の へ 伝わっ て 相互 に 
交流 する の か 


自然 の も の の 力 は 大 いな る 物 で ある の で 、 自 然 の も の は 力 が 近く 
の 全て の も の に 作用 する 、 だ け で は な く 、 

自然 の も の は 類似 の 力 を 近く の 全て の も の に 吹き 込む し 、 

自然 の も の が 近く の 全て の も の に 吹き 込ん だ 類似 の 力 に よっ て 、 近 
く の 全 て の も の も 他 の も の に 作用 する 、 と 知る 必要 が 有る 。 

人 々 が 見 る よう に 、 ア ウ グ ス ティ ヌス と アル ベル トゥ ス が 見 た と 
話し て いる よう に 、 磁 石 は 鉄 を 引き 寄せ る 、 だ け で は な く 、 磁 石 は 
力 を 鉄 に 吹き 込み 、 雄 化 され た 鉄 は 鉄 を 引き 寄せ る 。 


同様 に に アウ グ ス テ ィ ヌ ス と アル ベル トゥ ス が 話し て いる よう 
m 
一 般 的 に 淫ら な 女 は 基本 的 に 図 々 ず う ず う し い ほど 大 胆 で あり 、 近 
く の 全 て の 者 に 、 図 々 ず う ず う し い ほど 大 胆 と いう 性 質 に よる 感化 
を 与え て 、 淫 ら な 女 の 近 く の 全 て の 者 は 淫ら な 女 の よ うに 大 胆 に 成 
る 。 


その た め 、 淫 ら な 女 の 肌着 を 身 に つけ た けり 、 淫 ら な 女 が 日 ご ろ 見 
て いた 手鏡 を 携帯 し た りす る と 、 生 意気 で 図 々 ず う ず う し い ほど 大 
胆 に 淫ら に 成る 、 と アウ グ ス テ ィ ヌス と アル ベル トゥ ス は 話し て い 
る 。 


同様 に 、 死 体 を 包ん で いた 衣服 を 身 に つけ る と 、 慈 し く 有 憂鬱 ゆう 
うつ に 成る 、 と アウ グ ス テ ィ ヌ ス と アル ベル トゥ ス は 話し て いる 。 


絞首刑 に 使用 され た 縄 ロ ー プ に は 不思議 な 性 質 が 有る 。 


同様 の 話 を プリ ニウス が 話し て いる 。 

盲目 に し た 緑色 の トカ ゲ を 鉄 か 黄金 の 指輪 と 共に ガラ ス 容 器 の 中 
に 入れ て 地下 に 軸 き ガラ ス 容 器 を 密閉 し 、 ト カゲ が 視力 を 取り 戻し 
た ら ト カゲ を ガラ ス 容 器 か ら 出 す と 、 鉄 か 黄金 の 指輪 は 目 の 炎 症 を 


改善 する し 、 
鉄 か 黄金 の 指輪 が 、 ど ん な 刺し 傷 の イタ チ の 目 で も 、 視 力 を 取り 戻 
させ る 事 は 確実 で ある 。 


同様 の 理由 で 、 
し ば らく の 間 、 ス ズ メ か ツバ メ の 上 巣 の 中 に 置か れ て いた 指輪 は 愛 、 
愛情 を 入手 する の に 昔 は 使わ れ た 。 


第 一 部 第 三 十 三 章 自然 の も 
の の EH や 文字 に つい て 


全て の 星 に は 固有 の 性 質 、 状 態 が 有る 。 


星 は 「 星 の 光 」 で 星 の 印 や 文字 を 四 大 元素 、 石 、 植 物 、 動 物 、 星 
に 所 属す る も の と いっ た 下 の も の の 中 に も た ら す 。 


全て の も の は 、 調 和 し て いる 配置 か ら 、 ま た 、 照 ら さ れ て いる 星 
か ら 、 調 和 や 星 の 象徴 で ある 固有 の 印 や 文字 を 受け 取っ て 刻み 込ま 
れる 。 
調和 や 星 の 印 や 文字 は 、 一 般 的 に 具体 的 に 数 的 に 固有 の 力 を 含ん 
で いる 。 


その た め 、 全 て の も の に は 、 固 有 の 結果 と し て 、 星 が 刻み 込ん だ 
固有 の EI や 文字 が 有る 。 

特に 、 全 て の も の に は 、 固 有 の 結果 と し て 、 も の を 統治 し て いる 
主要 な 星 が 刻 み 込ん だ 固有 の 印 や 文字 が 有る 。 


星 の 印 や 文字 は 固有 の 性 質 、 力 、 星 の 根源 を 含ん で 保持 し て い 
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星 の EI や 文字 は 星 と 類似 の 作用 を 他 の も の に も た ら す 。 


星 の El や 文字 は 、 惑 星 で あろ つと も 、 恒星 で あろ つと も 、 「『 星 の 
光 」 を 反射 し て 、「 星 の 光 」 を か き 混 ぜ て 、 星 の 感化 力 を 助け る 。 


天 の 星 の El や 文字 は 、 作 る た びに 、 相応しい も の に 、 し か る べき 
慣例 の 時 間 に 、 作 る 必要 が 有る 。 


古代 の 賢者 達 は 、 熟 考 し て 、 も の の 隠さ れ た 性 質 の 発見 に 大 い に 
労苦 し て 、 星 の EH や 文字 を 文書 に 記録 し た 。 


自然 は 「 星 の 光 」 で 星 の Eh や 文字 を 石 の 中 、 檜 物 の 中 や 枝 の 節 、 
動物 の 損 部 の 中 と いっ た 下 の も の の 中 に 描い た 。 


月 桂樹 、1ote tree、 マ リー ゴー ルド は 、 太 陽 の 植物 で あ 
り 、 根 の 中 や 切断 され た 節 の 中 に 、 太 陽 の 印 や 文字 を 表す 。 


動物 は 、 肩 甲骨 と いっ た 骨 の 中 に 、 星 の E 印 や 文字 を 表す 。 
この た め 、 衣 甲 則 に よる 占い が 生ま れ た 。 


また 、 石 の 中 や 石 の よう に 硬い 物 の 中 に 、 天 の も の で ある 星 の 印 
や 文字 が よく 見 つか る 。 


し か し 、 も の の 多様 性 は 義 常 に 慕 大 な の で 、 伝 統 的 な 知識 は 存在 
せ ず 、 人 の 理解 が 到達 可能 な も の は 、 ほ と ん ど 無 い 。 

その た め 、 植 物 の 中 、 石 の 中 、 動 物 の 各部 の 中 な ど に 見 つか る 星 
の EH や 文字 を 離れ て 、 
私 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ は 、 人 の 性 質 に だ け 話 を 限る つも り で 
ある 。 


人 は 、 天 の 調和 の 全体 を 含ん で いる 、 宇 宙 全 体 の 完全 な 象徴 で あ 
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疑 いな く 、 人 は 、 全 て の 星 の 印 や 文字 と 、 天 の 感化 力 と 、 天 の 性 
質 と 違い が 少な く 、 よ り 有 効 な 性 質 に 満ち て いる 。 


し か し 、 神 だ けが 、 下 の も の に 刻み 込ま れ て いる 、 星 々 の 数 、 
星々 の 作用 、 星 々 の EH や 文字 を 知っ て いる 。 

この た め 、 人 の 知力 は 、 下 の も の に 刻み 込ま れ て いる 、 星 々 の 
数 、 星 々 の 作用 、 星 々 の 印 や 文字 の 知識 に 到達 で き な い 。 

その た め 、 人 は 、 下 の も の に 刻み 込ま れ て いる 、 星 々 の 数 、 星 々 
の 作用 、 星 々 の H や 文字 の 、 ご くわ ず か な 知識 し か 知ら な い 。 
古代 の 学者 達 と 手相 占い 師 達 は 、 あ る 程度 は 論理 に よっ て 、 あ る 
程度 は 経験 に よっ て 、 下 の も の に 刻み 込ま れ て いる 、 星 々 の 数 、 
星々 の 作用 、 星 々 の 印 や 文字 の 、 ご くわ ず か な 知識 に 到達 し た 。 

この た め 、 自 然 と いつ 宝庫 の 中 に は 未だ 隠さ れ て いる 知識 が 多 
数 、 存在 す る 。 


私 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ は 、 古 代 の 手相 占い 師 達 が 人 の 手 の 
中 に 見 つけ た 惑星 の EI や 文字 に つい て 少し だ け 記 す つ も り で ある 。 


聖書 に は 、 人 生 は 人 の 手 に 記さ れ て いる 、 と 記さ れ て いる 。 
その た め 、 ユ リア ヌス 和 帝 は 、 人 の 手 の 惑 星 の 印 や 文字 を 「 神 の 文 
字 」 と 呼ん で いる 。 


人 の 手 の 惑 星 の 印 や 文字 は 、 全 て の 国 と 吉 語 で 常に 同じ で ある 


し 、 惑 星 に 似 て いる し 、 永 遠 で ある 。 


古代 の 手相 占い 師 達 の よう に 、 後 世 の 手 相 占 い 師 達 は 、 さ ら に 多 
数 の 、 人 の 手 の 惑 星 の 印 や 文字 を 見 つけ た 。 


後世 の 手相 占い 師 達 が 見 つけ た 人 の 手 の 惑 星 の 印 や 文字 を 知り た 
い 人 は 、 後 世 の 手 相 占 い 師 達 の 文書 を 読む お 必要 が 有る 。 


自然 の 文字 の 根源 の 説明 と 、 自 然 の 文字 の 根源 を た ず ね る べき も 
の の 説明 で 十分 で あろ つ 。 


後記 は 、 ユ リア ヌス 帝 が 「 神 の 文字 」 と 呼ん で いる 、 人 の 手 の 惑 
星 の 印 や 文字 で ある 。 

人 の 手 の 土 星 の 印 や 文字 

(画像 省略 ) 


人 の 手 の 木星 の 印 や や 文字 
(画像 省略 ) 


人 の 手 の 火 星 の 印 や や 文字 
(画像 省略 ) 


人 の 手 の 太 陽 の 印 や 文字 
(画像 省略 ) 


人 の 手 の 金 星 の 印 や 文字 
(画像 省略 ) 


人 の 手 の 水 星 の 印 や や 文字 
(画像 省略 ) 


人 の 手 の 月 の 印 や 文字 
(画像 省略 ) 


第 一 部 第 三 十 七 章 いく つか 
の 特定 の 自然 な 人 為 的 な 用 
意 に よっ て 、 ど の よう に 特 
定 の 天 の 命 の 能力 を 引き 寄 
せる 事 が で きる の か 


全て の 地上 の も の は 生成 と 破壊 に 従 つ 。 

天界 に も 生成 と 破壊 は 存在 する が 、 天 の 様相 で 存在 する 。 

知 的 世界 に も 生成 と 破壊 は 存在 する が 、 地 上 より 人 遥 か に 完全 な 恨 
い 様 相 で 存在 する 。 

た だ し 、 原 型 の 世界 の 様相 が 最も 完全 で ある 。 

と ヘル メス と プラ トン 主義 者 は 話し て いる し 、 ヤ ルカ ス ブラ クマ 
ヌス と へ プラ イ 人 の メ ク バ ルス は 告白 し て いる 。 


生成 と 破壊 の よう に 、 同 様 に 、 無 上 の 存在 で ある 神 に よっ て 、 全 
て の 下 の も の は 上 の も の に 対応 し て いる 。 


全て の 下 の も の は 、 天 (の 星々 ) か ら 、 天 の (星々 の ) 力 を 受け 取っ 
て いる 。 

魔術 師 は 天 の ( 星 々 の ) 力 を 「 第 五 元 素 」、「 世界 の 魂 」、「 自 然 
の 仲介 者 」 と 呼ん で いる 。 

全て の 下 の も の は 、 知 的 世界 か ら 、 全 て の 下 の も の の 性 質 を 超越 
し て いる 、 命 を も た ら す 霊 的 な 力 を 受け 取っ て いる 。 

全て の 下 の も の は 、 原 型 の 世界 か ら 、 他 の 世界 の 仲介 に よっ て 、 
も の の 段階 に 応じ て 、 全 て の 完全 な も の の 原型 の 力 を 受け 取っ て い 
る 。 
この た め 、 下 の 世界 か ら 星 々 の 世界 へ 、 星 々 の 世界 か ら 知 的 世界 
へ 、 知 的 世界 か ら 第 一 原因 で ある 神 へ 、 全 て の も の を 適切 に 遡 さ か 
の ぼる 事 が 可能 で ある 。 

全て の も の の 連続 と 位階 が 魔術 の 全て 、 全 て の 隠さ れ た 学問 を も 
た ら す 。 


日 々 、 人 為 は 自然 な も の を 引き 寄せ る し 、 自 然 は 神 の も の を 引き 
寄せ る 、 の を 見 た 古代 エジプト 人 は 自然 を 「 魔 術 師 」 と 呼ん で い 


る 。 
魔術 の 力 で は 、 類 似 の も の は 類似 の も の を 引き 寄せ る し 、 対 応 す 
る も の は 対応 する も の を 引き 寄せ る 。 
上 の も の と 下 の も の の 相互 の 類似 や 対応 が 類似 の も の や 対応 する 
も の を 引き 寄せ る 、 の を 古代 ギリ シャ 人 は 「 共鳴 」 と 呼ん で いる 。 
その た め 、 土 の 元素 は 冷た い 水 の 元素 と 対応 する し 、 
水 の 元素 は 湿っ て いる 風 の 元素 と 対応 する し 、 
風 の 元素 は 火 の 元素 と 対応 する し 、 
水 の 元 素 に よっ て 、 火 の 元素 は 天 と 対応 する 。 


火 の 元素 は 水 の 元 素 と 、 そ の まま で は 混ざら な い が 、 風 の 元素 に 
よっ て 混ざる し 、 
風 の 元 素 は 土 の 元素 と 、 そ の まま で は 混ざら な い が 、 水 の 元素 に 
よっ て 混ざる 。 


この た め 、 魂 は 肉体 と 、 そ の まま で は 一 体 化し な い が 、 神 の 聖霊 
に よっ て 一 体 化す る し 、 
神 の 聖霊 は 、 神 の 聖 圭 だけ で は 理解 で き な い が 、 魂 に よっ て 理解 で 
きる 。 

その た め 、 自 然 は 、 幼 子 の 肉体 を 形成 し て 用 意 し た ら 、 す ぐに 、 
世界 か ら 神 の 聖 震 を 引き 寄せ る 、 
と 魔術 師 達 は 理解 し て いる 。 


神 の 聖霊 は 、 神 に つい て 理解 する 手段 と 成る し 、 
神 の 聖霊 は 、 魂 が 精神 を 獲得 する 手段 と 成る し 、 
神 の 聖霊 は 、 魂 が 肉体 を 獲得 する 手段 と 成る 。 


乾燥 ほし た 木 が 油 を 吸収 する の に 適し て いる よう に 、 
乾燥 し た 木 に 吸収 され て いる 油 が 火 の 糧 か て と 成る よう に 、 
火 が 光 を 仲介 する よう に 。 


これ ら の 例 に よっ て 、 い くつ か の 特定 の 自然 な 人 為 的 な 用 意 に 
よっ て 、 ど の よう に 人 は 特定 の 天 の 能力 を 上 か ら 受 け 取 る 事 が で き 
る の か 理解 する で あろ うつ 。 


な ぜ な ら 、 和 石 や 金属 は 薬草 と 対応 し て いる し 、 

薬草 は 動物 と 対応 し て いる し 、 

動物 は 天 ( の 星々 ) と 対応 し て いる し 、 

天 ( の 星々 ) は 知 的 存在 で ある 善良 な 寺 的 存在 と 対応 し て いる 。 
また 、 石 、 金 属 、 薬 草 、 動 物 、 天 (の 星々 )、 知 的 存在 で ある 善良 


な 霊 的 存在 は 、 神 性 と 対応 し て いる し 、 神 と 対応 し て いる 。 
(な ぜ な ら 、) 神 の 像 に 似せ て 、 全 て の も の は 創造 され て いる 。 


神 の 第 一 の 像 は 世界 で ある し 、 
世界 の 像 は 人 で ある し 、 
人 の 像 は 動物 で ある し 、 
動物 の 像 は 、 半 分 、 動 物 で あり 、 半 分 、 植 物 で ある 、 食 虫 植物 で あ 
る し 、 
食 虫 植物 の 像 は 植物 で ある し 、 
植物 の 像 は 金属 で ある し 、 
金属 の 像 は 右 で ある 。 


霊 的 に は 、 石 と 金属 は 植物 と 一 致す る し 、 
植物 的 に は 、 植 物 は 動物 と 一 致す る し 、 
感覚 で は 、 動 物 は 人 と 一 致す る し 、 
理解 で は 、 人 は 天使 と 一 致す る し 、 
不死 性 で は 、 天 使 は 神 と 一 致す る 。 


神 性 は 、 精 神 に 付与 され る し 、 
精神 は 、 知 性 に 付与 され る し 、 
知性 は 、 意 思 に 付与 され る し 、 
意思 は 、 想 像 に 付与 され る し 、 
想像 は 、 感 覚 に 付与 され る し 、 
感覚 は 、 も の に 付与 され る 。 


これ が 自然 の 帯 、 自 然 の 連続 で ある 。 


全て の 上 の も の の 力 は 、 長 い 連 続 に よっ て 、 光 を 最後 の も の に ま 
で 伝え て 、 全 て の 下 の も の に 伝わる 。 


全て の 下 の も の は 、 上 の も の に よっ て 、 無 上 の 存在 で ある 神 に ま 
で 至る 。 

な ぜ な ら 、 下 の も の は 、 連 続 的 に 、 上 の も の と 撃つ な が っ て い 
る 。 
その た め 、 無 上 の 、 第 一 原因 で ある 神 か ら ( 下 の も の へ ) 感 化 が 与 
えら れ て いる 。 


ある 纏 げ ん を 引っ 張る と 、 最 も 下 の 強 げん に まで 及 お よぶ よう 


に 。 


一 方 の 端 の 強 げん に 触れ る と 、 す ぐに 全て の 纏 げ ん が 振動 し て 、 
他方 の 端 の 肥 げん まで 鳴ら す 。 


下 の も の が 動く と 、 上 の も の も 動く し 、 他 の も の も 対応 する 。 
十分 に 調律 され て いる リュ ー ト の 強 げ ん の よう に 。 
(リュ ー ト は ギタ ー に 似 て いる 弦楽 器 で ある 。) 


第 一 部 第 三 十 八草 上 か ら 、 
天 の 癌 の 能力 だ け で は な 
く 、 特 定 の 知 的 な 神 加 な 能 
力 を どの よう に も た ら す 事 
が で きる の か 


上 の も の に 類似 し て いる 下 の も の に よっ て 、 適 切な 時 機 の 天 の 感 
化 力 は 、 上 か ら 天 の 能力 を も た ら す 事 が で きる 。 
と 魔術 師 達 は 教え て いる 。 


また 、 天 の 能力 は 、 星 へ の 奉仕 者 で ある 天 の 天 使 を 人 に も た ら す 
事 が で きる 。 


神 の 自然 の 力 が 有る 、 い くつ か の 特定 の 物質 は 、 上 か ら 、 天 の 命 
の 能力 だ け で は な く 、 特 定 の 天使 の 知 的 な 神聖 な 能力 を も た ら す 事 
が で きる 。 

と イア ンプ リコ ス 、 プ ロク ロス 、 シ ュ ネ シオ ス 、 全 て の プラ トン 
主義 者 達 は 確証 し て いる 。 


神 の 自然 の 力 が 有る 物質 と は 、 自 然 学 と 天文 学 の 法則 に 従っ て 適 
切な 時 機 に 集め て 適切 に 収容 し て いる 、 上 の も の と 自然 に 対応 し て 
いる 物 で ある 。 


天使 は 、 天 使 自 身 の た め に 割り 当て られ た 、 特 定 の 適切 な 物 で 適 
切 に 作ら れ た 像 に 、 命 を 避 え る 。 

と メル クリ ウス トリ ス メ ギ スト ス は 記し て いる し 、 ア ウ グ ス ティ 
ヌス は 「 神 の 国 」 の 第 八巻 で 記し て いる 。 


な ぜ な ら 、 天 の も の は 、 天 を 超越 し て いる も の を も た ら す し 、 
自然 の も の は 、 超 自然 的 な も の を も た ら す の が 、 
世界 の 調和 な の で ある 。 


な ぜ な ら 、 全 て の 種類 の も の に 広がっ て いる 唯一 の 効力 が 有る 力 
が 存在 する 。 


全て の 種類 の も の に 広がっ て いる 唯一 の 効力 が 有る 力 は 、 隠 され 
た 原因 か ら 、 あ ら わ れ て いる も の を も た ら す 。 


その た め 、 魔 術 師 は 、 あ ら わ れ て いる も の を 利用 する 事 に よっ 
て 、 吉 い 換 える と 、「 星 の 光 」 に よっ て 、 天 の も の と 対応 し て いる 
香 、 光 、 音 と いっ た 自然 の も の に よっ て 、 隠 され た も の を も た ら 


財 


自然 の も の に は 、 物 質 的 な 性 質 と 、 あ る 種 の 思考 力 、 感 覚 、 調 和 
と 、 霊 的 な 神聖 な 基準 と 秩序 が 存在 する 。 


この た め 、 古 代 人 は 、 頻 に 、 特 定 の 自然 の も の に よっ て 、 神 加 
な 不思議 な も の を 受け 取っ て いた 。 

と 記さ れ て いる の を 私 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ は 見 た 事 が 有 
る 。 


その た め 、 ジ ャ コウ ネコ の 瞳 の 中 に 出来 た 石 を 人 が 舌 の 下 に 保持 
する と 予言 で きる よう に 成る 、 と 吉 わ れ て いる 。 


セレ ナイ ト 、 ム ー ン スト ー ン も 人 が 舌 の 下 に 保持 する と 予 吉 で き 
る よう に 成る 、 と 吉 わ れ て いる 。 


アナ キテ ィ ス と 呼ば れる 石 は 神々 の 映像 を 呼び 出す 事 が で きる 、 
と 吉 わ れ て いる 。 


シノ キテ ィ ス 石 に よっ て 死者 の 霊 を 呼び 出し て 交流 で きる 、 と 吉 
われ て いる 。 


アラ ビア の 魔術 師 が 利用 する 、 死 者 の 霊 を 呼び 出し て 交流 で き 
る 、 メ モラ イツ と も 呼ば れる アグ ラオ フォ ティ ス と いう 薬草 は 、 ア 
ラビ ア の 大 理 石 に 生 は える 、 と プリ ニウス は 話し て いる 。 


レア ン ゲ リ ダ と 呼ば れる 薬草 に よる 飲み 物 を 飲ん で いる 魔術 師 は 
予 訓 が で きる 。 


さら に 、 い くつ か の 楽 草 は 、 死 者 を 復活 させ る 。 


バル ス と 呼ば れる 薬草 は 、 毅 され た 未熟 な 竜 を 復活 させ た し 、 音 
に 級 さ れ た ティ ラム を 復活 させ た 。 


と 歴史 家 の ク サン トス は 教え て いる 。 


アラ ビア で 、 あ る 薬草 が 、 あ る 人 を 復活 させ た 、 と ジュ 人 は 話し 
て いる 。 


薬草 か 薬草 以外 の 自然 の も の の 力 が 実際 に 人 を 復活 させ る か どう 
か 、 私 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ は 後 の 他 の 章 で 話す つも り で あ 
る 。 


薬草 な どの 自然 の も の が 人 以外 の 動物 を 復活 させ る 事 は 明らか に 
確か で ある 。 


湧 死 し た 人 は 、 暖 か い 放 の 中 に 入れ られ る と 、 復 活 す る 。 


キャ ッ ト ニ ッ プ と も 呼ば れる イヌ ハッ カ と いう 薬草 の 汁 は 、 江 死 
し た 蜂 八 チ を 復活 させ る 。 


水分 不足 で 死ん だ ウナ ギ は 、 全 身 を 酢 す と ワシ の 血 に よる 泥 の 中 
に 入れ られ る と 、 数 日 で 復活 する 。 


ある コバ ン ザ メ を バラ バラ に 切っ て 海 に 投げ 入れ る と 、 少 し の 時 
間 で 断片 が 集まっ て 、 あ る コバ ン ザ メ は 復活 する 、 と 吉 わ れ て い 
る 。 


母 べ ベリ カン は 、 自 身 の 血 で 、 級 され た 子 ペ リカ ン を 復活 させ る 、 
事 は 知ら れ て いる 。 


第 一 部 第 三 十 九 章 世界 の い 
くつ か の 特定 の 物質 に よっ 
て 、 世 界 の 神々 や 、 世界 の 
神々 に 仕え る 霊 を 動か す 事 
が で きる 事 


神 を 冒 流す る 邪悪 な 行為 は 悪人 の 霊 を 呼ぶ 。 
と 人 々 は 知っ て いる 。 


悪人 の 吉 の 魔術 師 は 神 を 冒 流す る 邪悪 な 行為 で 悪人 の 霊 を 呼ん で 
いる 。 
と プ セ ル ロ ス が 話し て いる よう に 。 


憎む べき 不道徳 が 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 の 後に 続い た 。 

過去 に 男性 器 の 神 プ リア ポス に 捧げ も の を 捧げ た よう に 。 

偶像 財 拝 で パー ン と 呼ば れる 偶像 に 性 器 を 露出 し て 捧げ も の を 捧 
げた よう に 。 


偶像 素 拝 は 、 古 代 の キリ スト 教徒 が 記録 し て いる 、 憎 むべ き 異 端 
と 公 て いる 。 


魔女 や 悪女 は 偶像 崇拝 や 異端 と 類似 の 行為 を 行っ て いる 。 
女性 は 思 か な 愛着 で 魔女 や 悪女 の 邪悪 さ に 陥 お ちい りや すい 。 


偶像 球 拝 や 異端 と 類似 の 行為 は 悪人 の 圭 を 呼ぶ 。 

か つて 悪人 の 霊 が ヨハ ルネ に 悪人 の 寺 の 魔術 師 シ ノ プ ス に つい て 話 
し た よう に 。 

「 サ タン の 全て の 力 が 、 そ こ (、 偶 像 崇拝 や 異端 と 類似 の 行為 ) に 
存在 し て いる 。 シ ノブ プス は 全権 と 共に 悪人 の 霊 ど も と の 同盟 に 入れ 
られ て いる 。 同様 に 、 悪 人 の 圭 ど も は 全権 と 共に シノ プス と の 同盟 
に 入れ られ て いる 。 シ ノ プ ス は 悪人 の 圭 ど も に 従う つの で 、 悪 人 の 霊 
ども は シノ プス に 従う 」 と 悪人 の 霊 ど も は シノ プス に 話し た 。 


逆 に 、 人 は 、 善 行 、 清 ら か な 精神 、 ひ そ か な 祈り 、 誠 実に 恥じ 入 
る 事 な ど に よっ て 、 天 ( 空 ) を 超越 し て いる 天使 や 霊 に 近づく 事 が で 
きる 。 
と 人 々 は 知っ て いる 。 


善行 、 清 ら か な 精神 、 ひ そ か な 祈り 、 誠 実に 恥じ 入る 事 な ど に 
よっ て 、 世 界 の いく つか の 特定 の 物質 に よっ て 、 
人 は 、 世 界 の 神々 や 、 少 な く と も 世界 の 神々 に 仕え る 霊 や 、 メ ルク 
リウ ス が 話し て いる よう に 天 ( 空 ) を 超越 し て いな い 高 位 で は な い 空 
中 の 圭 を 呼ぶ 。 

と 信じ て 疑う な か れ 。 


古代 の 祭司 は 、 像 を 作っ て 未来 を 予 訓 さ せ た し 、 星 の 圭 を 像 に 吹 
き 込 ん だ 。 

と 記さ れ て いる の を 私 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ は 見 た 事 が 有 
る 。 


特定 の 物質 に よる 束縛 が 星 の 圭 を 像 に 留め た の で は な く 、 特 定 の 
物質 が 星 の 霊 を 喜ば せ て 星 の 圭 を 像 に 罰 め た の で ある 。 

喜 い 換え る と 、 星 の 震 は 、 自 身 に 対応 する 物質 を 認め て 、 像 に 常 
に 喜ん で 留まっ て 、( 未 来 な ど を ) 話 し た り 、 不 思 議 な 奇跡 を 行っ た 
り し た 。 


同様 に 、 悪 人 の 霊 は 、 人 の 肉体 に 取り 韻 い た 時 、 未 来 を 予言 し た 
り 、 超 常 現象 を 起こ し た りす る 場合 が 有る 。 


第 一 部 宮 四 十 九 章 光 、 色 、 
ロウソク 、 た 2 
と 、 癌 色 は 、 ど の 星 、 黄 道 
時 敵 四 大 元素 に 所 属す 
る の か 


光 は 形 を 取る 性 質 が 有る 。 
光 は 単 一 の 作用 で ある 。 
光 は 理解 の 表れ で ある 。 


第 一 に 、 神 の 精神 は 光 を 全て の も の に 放射 し て いる 。 
実に 、 光 の 父 で ある 神 で は 、 光 は 第 一 の 真 の 光 で ある 。 


第 二 に 、 神 の 子 イ エス で は 、 光 は 美しい 満ち あぁ ふれ て いる 輝き で 
ある 。 


第 三 に 、 神 の 聖霊 で は 、 光 は 、 全 て の 知 的 存在 で ある 善良 な 霊 的 
存在 を 超越 し て いる 、 燃 える 輝 き で ある 。 

さら に 、 偽 ディ オニ ュ シ オス が 類 天 使 セ ラフ ィ ム に つい て 話し て 
いる よう に 、 天 使 で は 、 光 は 、 放 射 さ れ て いる 、 交 く 知性 で ある 。 
天使 で は 、 光 は 、 思 考 の 全て の 限界 を 超越 し て いる 、 満 ちあ ふれ 
る 喜び で ある が 、 光 を 受け 取る 知 的 存在 で ある 善良 な 霊 的 存在 の 性 
質 に 応じ て 、 光 は 色々 な 度合 いで 受け 取ら れる 。 


第 四 に 、 光 は 天体 に 降下 する 。 

天体 で は 、 光 は 、 命 の 貯蔵 庫 と 成る 。 
天体 で は 、 光 は 、 効 果 的 な 伝達 者 と 成る 。 
天体 で は 、 光 は 、 目 に 見 える 輝き と 成る 。 


第 五 に 、 火 で は 、 天 が 、 あ る 自然 の 活力 を 光 に 吹き 込む 。 
第 六 に 、 人 で は 、 光 は 、 思 考 力 で の 明確 な 会 話 で ある 。 


人 で は 、 光 は 、 神 の も の に つい て の 知 で ある 。 
人 で は 、 光 は 、 完 全 な 理性 で ある 。 


し か し 、 ア リス ト テ レス 学派 の 人 が 持つ よう な 肉体 の 性 質 の た め 
か 、 よ り 正 し く は 、 光 を も た ら す 神 の 善い 神意 の た め 、 光 は 多様 で 
ある 。 

神 は 、 思 い 通 り に 、 光 を 全て の も の に も た ら す 。( 神 は 、 人 に 応 
じ た 光 を 人 に も た ら す 。) 


光 は 、 想 像 へ 移動 する が 、 感 覚 を 超越 し て いて 、 想 像 で きる だ け 
で ある 。 

光 は 、 想 像 か ら 感覚 へ 移動 する 。 

特に 、 光 は 、 想 像 か ら 視 覚 へ 移動 する 。 

視覚 で 、 光 は 、 目 に 見 える 明る さと 成っ て 、 肉 体 の 他 の 明る い 部 
分 へ 広がる 。 

肉体 の 明る い 部 分 で は 、 光 は 、 色 と 、 輝 く 美 し さ に 成る 。 


し か し 、 肉 体 の 暗い 部 分 で は 、 光 は 、 特 定 の 助け に 成る 創造 的 な 
力 と 成る 。 

光 は 、 中 心 に 浸透 する 。 

中 心 で は 、 光 線 が 狭い 所 に 集め られ て 、 光 は 暗い 苦し め る 燃え る 
熱 と 成る 。 

その た め 、 全 て の も の は 、 自 身 の 収 容 能力 に 応じ て 、 光 の 命 の 力 
を と ら え る 。 

光 は 、 命 を も た ら す 熱 を 光 に 加え て 、 全 て の も の を 透過 し て 、 光 
の 性 質 と 力 を 伝え る 。 


この た め 、 病 人 の 尿 を 病人 の 影 に ば ら ま く 事 と 、 病 人 の 尿 を 太陽 
や 月 の 光 に さら す 事 を 、 魔 術 師 達 は 禁止 し た 。 


な ぜ な ら 、 病 人 の 尿 を 透過 し た 光 は 、 病 人 の 体 の 有害 な 性 質 を 健 
康 な 人 の 肉体 に 伝え て 作用 する 。 


その た め 、 魔 術 師 は 魔術 の 道具 を 自身 の 影 で 覆う よう に する 。 
この た め 、 ジ ャ コウ ネコ は 犬 の 影 に 触れ て 犬 を 黙ら せる 。 
また 、 ラ ンプ 、 た いま つ 、 ロ ウソ ク が 人 工 的 に 作る 光 が 存 在 す 
る 。 


星々 の 法則 に 従っ て 適切 に 選ん だ 特定 の も の と 油 で 、 星 々 の 調和 


に 従っ て 星々 に 囲ま れ て 作ら れ た ラン プ 、 た いま つ 、 ロ ウソ ク は 、 
灯す と 輝 き 、 人 々 が 不思議 に 思う 天 の 結 果 を 常に も た ら す 。 


交尾 後 の 雌 馬 の 有 害 物質 を た いま つ で 照ら す と 、 馬 の 頭 の 奇形 の 
光景 を 現す 。 
と プリ ニウス が アナ クシ ラス の 話 か ら 引 用 し て いる よう に 。 


同様 に 、 交 尾 後 の 肉 ロバ の 有害 物質 を た いま つ で 照ら す と 、 ロ バ 
頭 の 奇形 の 光景 を 現す 。 


八 工 を 混ぜ た ロウ ソ ク は 、 灯 す と 、 八 エ の 奇形 の 光景 を 作る 。 
蛇 の 皮 を ラン プ に 入れ て 灯す と 、 複 数 の 蛇 の 光 景 を 現す 。 


瓶 ビ ピン を 、 花 盛り の ブドウ の 木 に 縛り つけ て 、 油 で 満た し 、 プ ド 
ウ の 実 が 熟す まで 放置 し て 、 瓶 ビン の 油 を ラン プ に 入れ て 灯す と 、 
ブドウ の 光景 が 見 られ る 。 


同様 に 、 瓶 ビン を 、 花 盛り の 果樹 に 縛り つけ て 、 油 で 満た し 、 果 
実 が 熟す まで 放置 し て 、 瓶 ビン の 油 を ラン プ に 入れ て 灯す と 、 果 樹 
の 光景 が 見 られ る 。 


セン トリ ー、 八 チミ ツ 、 タ ゲ リ と いう 鳥 の 血 を 混ぜ て ラン プ の 中 
に 入れ て 、 灯 す と 、 ラ ンプ の 周り に 立っ て いる 者 は 普段 より 人 遥か に 
大 きく 見 える で あろ うし 、 晴 れ た 夜 に 灯す と 、 相 互 に 星々 を ば ら ま 
く よ う に 見 える で あろ っ う 。 


イカ の 回 ス ミ に も 同様 の 力 が 存在 し 、 
イカ の 墨 ス ミ を ラン プ の 中 に 入れ て 灯す と 、 黒 人 達 の 光景 が 現れ 
る 。 


いく つか の 特定 の 土星 の も の で 作ら れ た ロウ ソ ク を 灯 し て 、 最 
近 、 死 ん だ 人 の 口 く ちの 中 で 消火 する と 、 以 後 、 林 す た び に 、 ロ ウ 
ソ ク の 周り に 立っ て いる 人 々 に 慈しみ と 恐怖 を も た ら す で あろ っ つう 。 


同様 の た いま つや ラン プ に つい て 、 
ヘル メス は 話し て いる し 、 

プラ トン は 話し て いる し 、 

「 キ ラニ デス 」 に 記さ れ て いる し 、 
アル ベル トゥス は 論文 に 記し て いる 。 


また 、 色 は 、 あ る 種 し ゅ の 光 で ある 。 


も の に 色 を 混ぜ る と 、 色 に 対応 する 星々 に さら す 事 に 成り 、 も の 
を 星々 と 対応 させ る 。 


私 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ は 後 で 、 惑 星 の 光 の 色 に つい て 話す 
つも り で ある 。 

惑星 の 光 の 色 は 、 恒星 の 性 質 を 理解 させ る 。 

惑星 の 光 の 色 は 、 ラ ンプ や ロウ ソ ク の 火 に 応用 で きる 。 

し か し 、 私 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ は 第 一 部 第 四 十 九 章 で 
は 、 下 の 混合 物 の 色 と 惑 星 の 対 応 に つい て 話す つも り で ある 。 


黒色 、 透 明 、 土 色 、 鉛 色 、 奈 色 は 、 土 星 と 対応 し て いる 。 

サフ ァ イ ア 色 、 空 色 、 緑 色 、 あ ざ や か な 色 、 紫 色 、 や や 暗い 色 、 
金色 、 銀 色 混じり の 色 は 、 木 星 と 対応 し て いる 。 

赤色 、 焼 ける よう な 色 、 火 の 色 、 燃 える よう つ な 色 、 青 紫色 、 紫 
色 、 血 の 色 、 鉄 色 は 、 火 星 と 対応 し て いる 。 

金色 、 サ フラ ン 色 、 紫 色 、 明 る い 色 は 、 太 陽 と 対応 し て いる 。 

白色 、 金 色 や 白色 、 不 思 議 な 色 、 緑 色 、 赤 色 、 サ フラ ン 色 と 率 色 
の 中 間 色 は 、 水 星 と 金星 と 月 に 対応 し て いる 。 

(と コル ネリ ウス アグ リッ パ は 考え て いる 。) 


黄道 十 二 宮 で は 、 白 羊 宮 と 天宮 宮 は 、 白 色 と 対応 し て いる 。 
金 牛 宮 と 双 魚 宮 は 、 緑 色 と 対応 し て いる 。 

双 児 宮 と 宝 瓶 宮 は 、 サ フラ ン 色 と 対応 し て いる 。 

巨 疲 宮 と 磨 閣 宮 は 、 赤 色 と 対 応 し て いる 。 

獅子 宮 と 人 馬 宮 は 、 ハ チミ ツ 色 、 黄 褐色 と 対応 し て いる 。 
処女 宮 と 天 昌 宮 は 、 黒 色 と 対応 し て いる 。 

(と コル ネリ ウス アグ リッ パ は 考え て いる 。) 


四 大 元素 に は 色 が 存在 する 。 


四 大 元素 の 色 に よっ て 、 上 自然 学 者 は 、 自 然 の 性 質 に つい て 間断 し 
て いる 。 


交 た さと 乾燥 の 原因 で ある 土 の 色 で ある 共 色 と 黒色 は 、 四 体液 説 
の 黒 胆汁 、 陰 気 な 性 質 を 表す 。 
日 色 に 近い 青色 は 、 四 体液 説 の 粘液 を 表す 。 


な ぜ な ら 、 冷た さ は 白色 を な すし 、 湿 気 や 乾燥 は 黒色 を な す 。 


赤み が か っ た 色 は 、 四 体液 説 の 血液 を 表す が 、 火 の 色 、 燃 える よ 
うな 色 、 焼 ける よう な 色 は 、 四 体液 説 の 黄 胆 汁 を 表す 。 


黄 胆 汁 は 、 希 薄 で 、 他 の 物 と 混ぜ る の に 適し て いる の で 、 多 様 な 
色 を も た ら す 。 


黄 胆 汁 を 血液 と 混ぜ て 、 血 液 が 最も 支配 的 に 成る と 、 黄 胆汁 は バ 
ラ 色 を な す が 、 黄 胆汁 が 支配 的 に 成る と 、 黄 胆汁 は 赤み が か っ た 色 
を な す 。 

黄 胆 汁 と 血液 が 均等 に 混ざる と 、 黄 胆汁 は 、 わ び し い 赤色 を な 
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黒 胆汁 を 血液 と 混ぜ て 、 黒 胆汁 と 血液 が 均等 に 混 さ る と 、 麻 の 色 
を な す 。 

血液 が 支配 的 に 成る と 、 赤 色 を な す 。 

黒 胆汁 が 支配 的 に 成る と 、 や や 赤い 色 を な す 。 

黒 胆汁 を 黒 胆汁 と 混ぜ る と 、 黒 色 を な す 。 

黒 胆汁 を 粘液 と 混ぜ て 、 黒 胆汁 と 粘液 が 均等 に 混 さ る と 、 麻 の 色 
を な す 。 

粘液 が 支配 的 に 成る と 、 泥 の 色 を な す 。 

黒 胆汁 が 支配 的 に 成る と 、 青 みか が か っ た 色 を な す 。 


粘液 を 粘液 と 混ぜ て 、 均 等 に 混ざる と 、 淡 い 黄 色 を な す 。 
均等 に 混ざら な いと 、 青 白い 色 を な す 。 


さて 、 絹 、 金 属 、 明 瞭 な 物体 、 宝 石 で は 、 全 て の 色 は 、 よ り 有 力 
で ある 。 

色 が 天体 に 公 て いる 物 で は 、 全 て の 色 は 、 よ り 有 有力 で ある 。 
特に 、 生 物 で は 、 全 て の 色 は 、 よ り 有 力 で ある 。 


第 一 部 第 五 十 凍 区 了 と 魅了 
の 術 す べ に つ し 1 て 


魅了 は 、 魅 了 さ れ た 人 の 目 を 透過 し て 心臓 に 入っ た 魔女 の 精気 が 
も た ら す 拘束 で ある 。 
魅了 の 道具 は 精気 で ある 。 


精気 は 、 心 臓 の 熱 が 、 よ り 純 粋 な 血 で 作っ た 、 い くら か 純粋 な 透 
明 な ミ 霊 妙 な 燕 気 で ある 。 

精気 は 、 常 に 、 目 を 透過 し て 、 精 気 の よ つ な 「 光 」 を 放射 し て い 
る 。 
精気 が 放射 し て いる 「 光 」 は 、 霊 的 な 蒸気 を 運ぶ 。 
か すみ 目 や 充 血 し た 目 に は 血 の 蒸 気 と し て 見 える よう に 、 寺 的 な 
蒸気 は ( 圭 化 し た ) 血 の 蒸気 で ある 。 


ある 者 を 見 て いる 相手 の 目 に 放射 され て いる 、 あ る 者 の 光 」 
は 、 有 崩れ た 血 の 蒸気 を 運び 、 あ る 者 の 感化 力 に よっ て 、 伝 染 病 の よ 
うつ に 、 あ る 者 を 見 て いる 相手 の 目 に 感化 を 与え る 。 


強い 想像 力 と 共に 、 開 いて いる 目 を 誰か に 向け る と 、 精 気 の 
「 光 」 を 放射 する 事 に 成る 。 


精気 の " 光 」 は 、 相 手 の 目 の 中 に 入る 、 精 気 の 仲介 者 で ある 。 


精気 の 「 光 」 に よる 、 愛 が こも っ た 精気 は 、 魅 了 し て いる 人 の 胸 
か ら 起 こっ て 、 魅 了 さ れ た 人 の 目 を 透過 し 、 魅 了 さ れ た 人 の 胸 に 取 
り 結 き 突 き 刺 し 、 魅 了 さ れ た 人 の 精神 に 感化 を 与え る 。 


この た め 、 ア プレ イ ウ ス は 「 あな た の 視線 が 、 私 の 目 を 通過 し 
て 、 私 の 胸 の 中 に すべ けり 込ん で 、 私 の 精髄 の 中 で 激しく 燃え る 」 と 
話し て いる 。 


最も 魅了 され た 人 と は 、 頻 役 に 見 て 、 視 界 の 端 を 、 魅 了 し て いる 
人 の 視界 の 端 に 向け て いる し 、 相 互 に 視線 を 向け て いる し 、「 光 」 
と 「 光 」 を 結び つけ て いる 。 

と 知り な さい 。 

な ぜ な ら 、 そ うす る と 、 一 方 の 精神 と 他方 の 精神 は 結び つい て 、 
精神 の 剛 光 を 結び つけ る 。 


こう 成る と 、 強 い 拘 束 が 作ら れる 。 


その た め 、 視線 だ け で 、 一 目 ひ と め 、 見 る だ け で も 、 激 し い 愛 が 
燃え 上 が る 。 
まる で 矢 が 全身 を 貫い た か の よう に 。 


この た め 、 こ の よう に 、 突 き 刺さ っ た 精気 、 愛 する 血 は 、 愛 する 
相手 と 魅了 者 に 伝わる 。 


その よう に 、 他 な ら な い 、 血 に よっ て 、 級 され た 者 の 報復 の 精神 
は 、 級 し た 者 に 作用 する 。 


次 の よう に 、 詩 で ルク レティ ウス は 魅了 に つい て 話し て いる 。 

「 肉体 が 打 た れ て 、 盲 目 の キ ュー ピッ ド の 愛 の 矢 が 精神 に 突き 刺 
さっ た 。 全部 が 愛 の 矢 の 傷 に 共感 し て 、 知 る 。 打 た れ た 者 に 血 が 現 
れる 」 


魅了 の 力 は 大 いな る 物 な の で ある 。 
特に 、 目 か ら の 共 気 が 愛 を 助け る 場合 は 、 魅 了 の 力 は 大 いな る 物 
な の で ある 。 


魔女 は 、 感 化 を 所 える た め に 、 精 神 を 強め る た め に 、( 特 に 目元 
に 塗る ) 化 粧 、 軟 言 な ん こう 、 主 張 な ど を あれ これ の 方 法 で 利用 し 
た 。 


魔女 は 、 愛 を 生じ させ る た め に 、 既 薬 び や めく 、 ハ ルト や スズ メ の 血 
と いっ た 性 の (特に 目元 に 塗る ) 化 粧 を 利用 し た 。 

魔女 は 、 恐 怖 を 生じ させ る た め に 、 オ オカ ミ 、 ジ ャ コウ ネコ の 目 
と いっ た 、 火 星 と 対応 し て いる (特に 目元 に 塗る ) 化 粧 を 利用 し た 。 

魔女 は 、 不 幸 や 病気 を も た ら す た め に 、 土 星 と 対応 する (特に 目 
元 に 塗る ) 化 粧 を 利用 し た 。 

おど 。 


第 二 部 第 三 十 七草 占星 術 の 
er 
黄道 十 二 星 座 以 外 の 星座 の 
像 に つい て 


ペガスス 座 は 、 馬 の 病気 に 対し て 効果 が 有る し 、 戦 いで 騎士 を 
守っ て くれ る 。 


アン ドロ メダ 座 は 、 夫 と 妻 の 間 に 愛 情 を 生じ させ て くれ る の で 、 
不倫 を 鎮 し ず め る 、 と すら 吉 わ れ て いる 。 


カシ オペ ヤ 座 は 、 弱 っ た 肉体 を 回 復 し て くれ る し 、 了 肉体 の 癌 部 を 
強め て くれ る 。 


蛇 ヘ ビ 座 は 、 毒 を 追い 払っ て くれ る し 、 毒 を 持つ 動物 の 噛み 傷 を 
治し て くれ る 。 


ヘル クレ ス 座 は 、 戦 いで 勝利 を も た ら す 。 


竜 座 と 大 熊 オ オグ マ 座 は 、 人 を 狗 猫 こ つう か つ に する し 、 人 を 賢く 
する し 、 人 を 勇 池 に する し 、 人 を 神々 と 人 々 に 受け 入れ させ る 。 


海 骨 ヒ ドラ 座 は 、 知 と 富 を も た ら す し 、 毒 に 抵抗 させ る 。 
ケン タウ ルス 座 は 、 健 康 と 長生 き を も た ら す 。 


祭壇 座 は 、 思 いや り を 保護 し て くれ る し 、 人 や 物 を 神々 に 受け 人 
れ さ せる 。 


鯨 クジ ラ 座 は 、 人 に 感じ を 良く させ る し 、 人 を 慎重 に させ る し 、 
海 と 陸 で 人 を 幸せ に する し 、 人 が 失 な くし た 物 を 取り 戻す の を 助け 
て くれ る 。 


アル ゴ 座 で あっ た 竜 呈 りゅう こつ 座 と 帆 ほ 座 と 租 と も 座 は 、 海 で 
の 安全 を も た ら す 。 


兎 ウ サギ 座 は 、 詐 欺 さ ぎ と 狂気 に 対し て 効果 が 有る 。 


大 犬 座 は 、 水 腫 を 治し て くれ る し 、 伝 染 病 に 抵抗 させ る し 、 獣 、 
猛獣 か ら 守 っ て くれ る 。 


オリ オン 座 は 、 勝 利 を も た ら す 。 
驚 ワシ 座 は 、 新 た な 栄光 を も た ら す し 、 老 人 を 守っ て くれ る 。 
白鳥 座 は 、 麻 痺 マ ヒ と マラ リア を 治し て くれ る 。 


ベ ペルセウス 座 は 、 怒 始 と 呪い か ら 解 放し て くれ る し 、 二 と 大 嵐 か 
ら 守 っ て くれ る 。 


Har t と いう 星座 は 、 狂 人 か ら 守 っ て くれ る 。 (hart は 英 
語 で 鹿 を 意味 する が 、 鹿 の 星座 が 当時 は 存在 し て いた の か 不明 で あ 
る 。) 


ここ まで に 話 を 留め る 。 


第 二 部 第 四 十 七 草 べ ヘ ニア 
ン 恒 星 の 像 に つい て 


( ベ べ へ ニア ン 恒 星 と は 中 世に ヨー ロッ パ と アラ ブ で 魔術 に 利用 で 
きる と 考え られ た 十 五 の 恒星 で ある 。) 


恒星 の 作用 と し て は 、 
ヘル メス の 意見 に よる と 、 


2 

像 が 、 首 が 血まみれ の 人 の 頭 

六 へ の 祈 台 に 良い 成功 全 も た ら す し 、 ア ル ゴ ル の 像 を 携帯 し て いる 
人 を 大 胆 に 寛大 に する し 、 和 肉体 の 損 部 を 健全 に 保っ て くれ る し 、 呪 
い を 助け て くれ る し 、 敵 か ら の 邪悪 な 試み や 呪い を 敵 に 、 は ね 返し 
て くれ る 。 


牡 牛 座 の プレ アデ ス 星 団 は 、 
像 が 、 幼 い 少 女 か 、 ラ ンプ で 、 
目 の 輝 き を 強め て くれ る し 、 霊 を 集め て くれ る し 、 風 を 起こ し て く 
れる し 、 秘 密 や 隠 され た も の を 明か し て くれ る 。 


牡 牛 座 の アル デバ ラン は 、 
像 が 、 神 の よう な 人 、 飛 行 し て いる 人 で 、 
富 と 玉 光 を も た ら す 。 


双 者 ぎょ し ゃ 座 の カペラ は 、 
像 が 、 楽 器 で 楽し く 成 ろう うと し て いる 人 で 、 

カベ ラ の 像 を 腎 帯 し て いる 人 が 諸王 の 前 で 褒 ほ の め た た えら れる よう 
に し て くれ る し 、 歯 の 痛み を 救っ て くれ る 。 

(カペラ は ラテ ン 語 で 雌 ヤギ を 意味 する 。) 


大 犬 座 の シリ ウス は 、 

像 が 、 犬 と 幼い 少女 で 、 

米光 、 和 善意 、 人 々 や 風 の 元 素 の 土 か ら の 好意 を も た ら す し 、 諸 王 や 
他 の 人 々 を 鎮 し ず め て 和解 させ る 力 を も た ら す 。 


子犬 座 の プロ キオ ン は 、 
像 が 、 オ ス の ニワ トリ か 、 三 人 の 幼い メイ ド で 、 


神々 や 土 達 や 人々 か ら の 好意 を も た ら す し 、 呪 い に 対す る 力 を も た 
ら す し 、 健 康 を 保っ て くれ る 。 


獅子 座 の 心臓 の レグ ルス は 、 
像 が 、 ラ イオ ン か 、 ネ コ か 、 イ ス に 座っ て いる 高貴 な 人 で 、 
人 を 温和 に し て くれ る し 、 怒 り を 鎮 し ず め て くれ る し 、 好 意 を も た 
ら す 。 


小熊 コグ マ 座 の 尾 の 北極 星 は 、 
像 が 、 考 え 込ん で いる 男性 か 、 オ ス の 和牛 か 、 子 牛 で 、 

呪い に 対し て 効力 が 有る し 、 北 極 星 の 像 を 携帯 し て いる 人 の 旅 を 安 
全 に し て くれ る 。 

(原文 を 直訳 する と 「 大 熊 座 の 尾 」 で ある が 、 第 一 部 第 三 十 二 

を 考慮 する と 、「 小 熊 座 の 尾 の 北極 星 」 の 課 り で ある と 思わ れ 

る 。 ) 


島 カ ラス 座 の 細 の ギ ェ ナー は 、 

像 が 、 カ ラス か 、 へ ヘビ か 、 黒 衣 を まとっ た 肌 が 黒い 男性 で 、 

人 を 短気 に する し 、 大 胆 に する し 、 勇 逆 に する し 、 思 庵 深 くす る 
し 、 陰 口 を 喜 う 人 に する し 、 わ いせ つ な 夢 を も た ら す し 、 悪 人 の 霊 
を 追い 払っ た り 集 め た りす る 力 を も た ら す し 、 人 々 や 悪人 の 霊 や 風 
の 元素 の 霊 の 悪意 に 対し て 有益 で ある 。 


乙女 座 の スピ カ は 、 
像 が 、 鳥 か 、 商 品 を 背負 っ て いる 人 で 、 
冨 を も た ら す し 、 人 や せ や 物 を 戦い に 勝利 させ る し 、 不 足 や 損害 を 除き 
去っ て くれ る 。 


和牛 飼い 座 の アー クト ゥ ルス は 、 
像 が 、 馬 か 、 オ オカ ミ か 、 お どっ て いる 男性 で 、 
熱 に 対し て 良い し 、 し め つ け て 血 を 保持 し て くれ る 。 


玲 座 の アル フェ ッ カ は 、 
像 が 、 オ ス の ニワ トリ か 、 王 冠 を か ぶっ て 前 進 し て いる 人 で 、 
人 々 か ら の 善意 と 愛情 を も た ら す し 、 貞 小さ を も た ら す 。 


帳 サ ソリ 座 の 心臓 の アン タレ ス は 、 

像 が 、 鎧 よろ い を まとい 武装 し た 男性 か 、 サ ソリ で 、 

理解 力 と 記憶 力 を も た ら す し 、 良 い 血 色 を 作る し 、 悪 人 の 霊 に 対し 
て 役立つ し 、 悪 人 の 霊 を 追い 払っ て くれ る し 、 悪 人 の 霊 を 拘束 し て 


く れる 。 


琴 座 の べ ガ は 、 
像 が 、 ワ シ か 、 ニ ワ ト リ か 、 旅 人 で 、 
人 を 寛大 に し て くれ る し 、 人 を 誇 ほ こり 高く し て くれ る し 、 脂 人 の 
霊 と 獣 に 勝利 する 力 を も た ら す 。 

("ベガ 」 と いう 名 前 の 由来 は 「 急 降下 する ワシ 」 を 意味 する ア 
ラビ ア 語 で ある 。) 


山羊 ヤギ 座 の デ ネ プ アル ゲ デ ィ は 、 
像 が 、 塵 か 、 ヤ ギ か 、 怒 っ て いる 男性 で 、 
繁 補 の 幸運 を も た ら す し 、 如 り を 強め る 。 


以上 が 、 
各 べ へ ニアン 恒 星 が 統 治し て いる 石 に 刻む べき 各 べ へ ニア ン 恒 星 の 
像 で ある 。 


( 
第 一 部 第 三 十 二 章 に べ ヘ ニア ン 恒 星 が 統 治し て いる 石 な ど が 記さ 
れ て いる 。 


ペル セ ウ ス 座 の メデ ュー サ の 頭 の 目 の 変 光 星 アル ゴル は 、 
統治 し て いる 石 は 、 ダ イア モン ド で ある 。 
統治 し て いる 植物 は 、 へ レボ ルス 、 ヨ モ ギ で ある 。 


牡 生 座 の プレ アデ ス 星 団 は 、 

統治 し て いる 石 は 、 水 晶 で ある 。 
統治 し て いる 植物 は 、 乳 理 、 ウ イキ ョ ウ で ある 。 
統治 し て いる 金属 は 、 水 銀 で ある 。 


牡 后 座 の アル デバ ラン は 、 
統治 し て いる 石 は 、 ル ビー と いっ た 赤色 の 宝石 で ある 。 
統治 し て いる 植物 は 、 オ オア ザ ミ で ある 。 


双 者 座 の カペラ は 、 
統治 し て いる 石 は 、 サ ファ イア で ある 。 

統治 し て いる 植物 は 、 ホ アハ ウン ド と も 呼ば れる ニニ ガバ ハッ カ 、 ミ 
ント と も 呼ば れる ハッ カ 、 ヨ モ ギ で ある 。 


大 犬 座 の シリ ウス は 、 


統治 し て いる 石 は 、 緑 柱 石 で ある 。 
統治 し て いる 植物 は 、 ヨ モ ギ で ある 。 


子犬 座 の プロ キオ ン は 、 
統治 し て いる 石 は 、 メ ノウ で ある 。 

統治 し て いる 植物 は 、 マ リー ゴー ルド 、 ペ ニー ロイ ヤル ミン ト で 
ある 。 


獅子 座 の 心臓 の レグ ルス は 、 
統治 し て いる 石 は 、 花 山 娠 で ある 。 
統治 し て いる 植物 は 、 ヨ モ ギ 、 乳 和 理 で ある 。 


小 態 座 の 尾 の 北極 星 は 、 
統治 し て いる 石 は 、 磁 石 で ある 。 

統治 し て いる 植物 は 、 葉 と 花 が 北 を 向い て いる チコ リ 、 ヨ モ ギ 、 
ツル ニチ ニチ ソウ の 花 で ある 。 


島 座 の 細 の ギ ェ ナー は 、 
統治 し て いる 石 は 、 ブラッ クオ ニキ ス と いっ た 黒い 色 の 石 で ある 。 
統治 し て いる 植物 は 、 栗 と いっ た トゲ を 持つ 植物 、 ヒ ヨ ス 、 ヒ レ 
八 リ ソウ で ある 。 


乙女 座 の スピ カ は 、 
統治 し て いる 石 は 、 エ メラ ルド で ある 。 

統治 し て いる 植物 は 、 セ ー ジ 、 ク ロー バー、 ツ ル ニ チ ニチ ソウ 、 
ヨモギ で ある 。 


和牛 飼い 座 の アー クト ゥ ルス は 、 
統治 し て いる 石 は 、 ジ ャ スパ ー で ある 。 

統治 し て いる 植物 は 、 プ ラン テイ ン と 呼ば れる 調理 用 バナ ナ で あ 
る 。 


窟 座 の アル フェ ッ カ は 、 
統治 し て いる 石 は 、 上 トパーズ で ある 。 

統治 し て いる 植物 は 、 ロ ー ズ マリ ー、 ク ロー バー、 セ イ ヨ ウ キ ヅ 
タ で ある 。 


装 座 の 心臓 の アン タレ ス は 、 
統治 し て いる 石 は 、 ア メジ スト で ある 。 
統治 し て いる 植物 は 、 サ フラ ン で ある 。 


琴 座 の べ ガ は 、 
統治 し て いる 石 は 、 か ん らん 石 で ある 。 
統治 し て いる 植物 は 、 チ コリ 、 カ ラク サケ マン で ある 。 


山羊 座 の デネブ アル ゲ デ ィ は 、 
統治 し て いる 石 は 、 玉 遮 で ある 。 

統治 し て いる 植物 は 、 マ ジョ ラム 、 ヨ モ ギ 、 キ ャ ッ ト ニ ッ プ と も 
呼ば れる イヌ ハッ カ で ある 。 

) 


第 二 部 第 五 十 六 章 論理 が 確 
証し て いる 事 


世界 、 天 、 星 々 、 四 大 元素 に は 魂 が 有る 。 

世界 、 天 、 星 々 、 四 大 元素 は 、 世 界 、 天 、 星 々 、 四 大 元素 の 魂 に 
よっ て 、 民 を 下 の 混 合 物 の 肉体 の 中 に も た ら す 。 

既に 話し た よう に 、 世界 、 大 、 星々 、 四 大 元素 の 魂 の 仲介 に よっ 
て 、 魂 は 肉体 と 一 体 化す る 。 


世界 全体 は ーー つの 肉体 で ある 、 と する と 、 世 界 全体 と いう 肉体 の 
各部 が 全て の 生物 の 肉体 な の で ある 。 


全体 が 、 よ り 完 全 で 、 よ り 高 貢 で ある ほど 、 各 部 も 完全 で 高貴 な 
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界 全体 と いう 肉体 が 、 よ り 完 全 で 、 よ り 高 貢 で ある ほど 、 加 生 
物 の 肉体 も 完全 で 足 な の で ある 。 


全て の 不 完全 な 肉体 で ある 、 世 界 全 体 と いつ 肉体 の 提 部 で ある 、 
八 エ や 虫 と いっ た 全て の 劣悪 な 動物 が 生き る に 値 し て 、 命 と 魂 を 
持っ て いる の に 、 最 も 完全 な 高貴 な 肉体 で ある 、 世 界 全 体 が 命 も 下 
も 持っ て いな いで あろ う 、 と いう の は 拉 合 理 的 で ある 。 

同様 に 、 天 、 星 々 、 四 大 元素 が 主 に 命 と 魂 を 全て の 者 に も た ら す 
の に 、 天 自体 、 星 々 自体 、 四 大 元素 自体 に は 命 も 魂 も 無い で あろ 
う 、 と いう の は 間 合 理 的 で ある 。 

また 、 全 て の 木 と いっ た 檜 物 を 自然 に も た ら す 天 、 星 々 、 四 大 元 
素 よ り も 、 全 て の 木 と いっ た 植物 は 高 貢 で あろ つう つ 、 と いう の は 非 合 
理 的 で ある 。 


土 と 水 は 、 命 が 有 っ て 、 木 と いっ た 檜 物 と いっ た 生物 を 生成 し 、 
命 を も た らし 、 育 て 、 増 や す 事 を 誰が 否定 で きる の か ? 


独り で に 増殖 する 生物 に よっ て 、 肉 体 的 な 種 を 持た な い 生 物 に 
よっ て 、 土 と 水 は 、 命 が 有 っ て 、 命 を も た ら す 事 が 、 最 も 明らか に 
表れ て いる 。 


四 大 元素 自体 に 命 も 魂 も 無い の で あれ ば 、 四 大 元素 は 、 生 物 を 生 
成 し 、 育 て る 事 も で き な い は ず で ある 。 


し か し 、 土 や 水 の 魂 で は な く 、 天 の 魂 の 感化 力 が 、 生 物 を 生成 し 
て いる と 、 あ る 人 々 は 多分 、 吉 うか も し れ な い が 、 プ ラ ト ン 主義 者 
達 は 、 次 の よう に 、 答 えて いる 。 

「 偶然 は 、 生 物 を も た ら す 事 が で き な い 。 道具 の よう に 、 生 物 が 隣 
の 生物 を 従わ せる 、 の で な けれ ば 。 技術 者 の 手 か ら 離 れ た 道具 は 、 
技術 の 結果 を も た ら す 事 が で き な い 、 の だ か ら 」 

同様 に 、 天 の 感化 力 は 、 生 物 や 命 か ら 遠 く 離 れ て いる の で 、 生 物 
を 下 の 者 と し て (直接 は ) 生 成 で き な い 。 


メル クリ ウス は 、「De Commun i 」 と 呼ん で いる 本 で 、 
「 増大 か 減少 が 世界 に 存在 する 全て の も の を 動か す 」 と 話し て いる 
が 、「 動 か す 」 に は 命 が 必 要 で ある 。 


全て の も の 、 大 地 で すら 、 動 く の で 、 特 に 、 変 化 を うな が す 創 造 
的 な 動き に よっ て 、 全 て の も の に は 命 が 有 る 必要 が 有る 。 


テオ プラ スト ス は 、「『 天 に は 命 が 有 る 』 か が 疑う 人 は 学者 で は な 
い 」 と 話し て いる 。 


「 神 が 命 を 天 に も た らし て いる の で 、 天 を 動か す 者 で ある 神 は 、 
天 の 中 に 形 と し て 表れ て いる 」 事 を 否定 し て いる 人 は 、 全 て の 学問 
の 基礎 を 破壊 し て いる 事 に 成る 。 


世界 に は 命 、 魂 、 感 覚 が 有る 。 

な ぜ な ら 、 世 界 は 、 命 を 、 種 か ら 生 じ な い 杜 物 に も た ら す 。 

世界 は 、 感 覚 を 、 性 交 に よっ て 生じ た の で は な い 動 物 に も た ら 
す 。 


第 三 部 第 三 十 九 章 自然 な 、 
人 
ある 、 上 の も の か ら の 感化 
力 が 、 ど の よう に 下 の も の 
で は 悪く 成っ て 悪い も の を 
も た ら す の か 


全て の 能力 や 力 は 、 上 の も の か ら の 物 、 神 か ら の 物 、 知 的 存在 で 
ある 善良 な 寺 的 存在 と 星々 か ら の 物 で ある 。 

上 の も の 、 神 、 知 的 存在 で ある 善良 な 圭 的 存在 と 星々 は 、 過 あや 
まち を 犯さ な いし 、 部 事 を 行わ な い 。 

その た め 、 上 の も の か ら の 感化 力 の 悪意 で は な く 、 感 化 力 を 受け 
取る 下 の 者 の 悪意 が 、 全 て の 悪い も の と 、 下 の も の に 存在 する 上 の 
も の と の 食い 違い を も た ら し て いる 。 


この た め 、 次 の よう に 、 ク リュ シッ ポス は 、 正 し く 、 詩 で 話し て 
いる 。 

「 人 は 、 愚 者 の よう に 、 神 々 に 無実 の 卓 を 着せ て 、 人 は 、 神 々 を 人 
の 全て の 不幸 の 原因 と みな し て し まつ うつ が 、 人 の 愚か さ が 、 人 自身 を 
害し て いる の に ,」 


その た め 、 次 の よう に 、 ホ メロ ス の 話 の 中 で 、 ユ ピ テ ル 、 ゼ ウス 
は 、 オ レス テス が アイ ギ ス トス に 報復 し て 毅 し た 時 の 事 を 思い 出し 
て 、 神 々 の 会 議 で 、「 人 は 、 人 自身 の 邪悪 さ に よっ て 危険 に 陥 お ち 
いっ た 時 に 、『 神 々 が 悪 の 原因 、 源 泉 で ある 』 と 手 難 する (。 人 が 
『 神 々 が 悪 の 原因 、 源 泉 で ある 』 と 疾 難 する の は 、 何 と 悪行 で ある 
事 か ? !)」 と 話し て いる 。 


悪人 か ら の 感化 力 を 受け 取っ た も の の 邪悪 さや 弱 さ は 、 上 の も の 
か ら の (善い ) 効 力 を 存続 で き な い 。 

この た め 、 不 調和 に 満ち た も の は 、 天 か ら の (善い ) 感 化 力 を 受け 
取る と 、 不 調和 な 奇形 な 悪い も の を も た ら す 。 


し か し 、 天 に 存在 し て いる 間 は 、 天 の 力 は 常に 善い まま で ある 。 


光 を も た ら す 者 で ある 神 か ら 知 的 存在 で ある 善 展 な 霊 的 存在 や 天 
を 経由 し て 月 に 至る まで は 、 吉 わ ば 、 第 一 の 段階 で は 、 天 か ら の カカ 
は 善 で ある 。 


けれ ども 、 悪 いも の が 天 か ら の 力 を 受け 取る と 、 天 か ら の 力 は 損 
そこ な われ て し まっ 。 


また 、 多 様 な 、 受 け 取 る も の の 性 質 に よっ て 、 天 か ら の 力 は 多様 
な 様相 で 受け 取ら れる 。 

また 、 受 け 取 る も の が 同じ で も 、 不 一 致 の 諸 性 質 に よっ て 、 天 か 
ら の 力 は 多様 と 成る し 、 部 分 的 に は 受け 取る も の か ら 感 化 を 避 え ら 
れる 。 


その た め 、 受 け 取 っ た も の が と ら え た 全て の も の か ら 、 最 終 的 に 
は 、 上 の も の が 送っ た も の と は 異な る も の が も た ら さ れる 。 


この た め 、 下 の も の に よる 有害 な 性 質 は 、 天 か ら 流 入 し て いる も 
の と は 遠く 異な る 。 


その た め 、 か すめ 目 と いつ 不調 を 光 の せい に する べき で は な く 、 
燃え る の を 火 の せ い に す る べき で は な く 、 
傷 を 剣 の せい に する べき で は な く 、 
足かせ と 宇 獄 を 裁 刻 記 の すい に する べき で は な く 、 
悪意 と 犯 上 居 者 の せい に する べき で ある 。 


悪人 の 過 あ や まち を 天 か ら の 感化 力 の せい に する べき で は な い 。 


この た め 、 人 に 善意 が 有る と 、 天 か ら の 感化 力 は 善い も の と し て 
全て の も の に 協力 する 。 

し か し 、 人 に 悪意 や 罪 が 有る と 、 神 か ら の 善い も の は 、 人 の 中 に 
存在 し た と し て も 、 人 か ら 離 れ て し まい 、 全 て の も の が 悪い も の と 
し て 作用 し て し まう っ 。 


その た め 、 全 て の 人 の 吉 の 原因 は 罪 で ある 。 
四 と は 、 人 の 殊 の 不調 な の で ある 。 


この た め 、 悪 い 統治 や 、 天 か ら の 感化 力 が 望む お も の か ら の 了 落 、 
全て の も の の 反乱 、 不 調 は 、 人 が 破損 し た た めで ある 。 


人 が 破損 する と 、 最 も 適切 に 、 最 も 甘美 な 調和 で 構成 され て いた 
人 の 肉体 の 中 で 、 四 大 元素 の 不調 が 始ま る し 、 悪 い 性 質 が 生じ る 。 
そし て 、 善 いも の で すら 不調 に 成っ て 分 裂 し て 、 移 り 変 わり に 
よっ て 、 肉 体 を 苦し め て し まう っ 。 

その 時 、 過 剰 か 減少 か 、 内 面 的 な 事故 か 、 過 剰 な 食べ 物 に よっ 
て 、 最 も 激しい 不調 が 認め られ て 、 不 調 か ら 過 剰 な 体液 が 生成 され 
て 、 不 調 が 原因 で 欠陥 が 生じ る 。 

さら に 、 動 物 的 な 精神 は 、 タ ガ が 外れ て 、 争 い に 陥 お ちい っ て し 
まう つう 。 

する と 、 天 か ら の 感化 力 は 、 天 か ら の 感化 力 自 体 は 音 い も の で あ 
る が 、( 悪 い ) 人 に は 有害 と 成っ て し まう 。 

太陽 か ら の 光 が ( 直 視 す る と ) 人 の 目 に は 悪い 性 質 で ある よう に 。 


その た め 、 土 星 は 、 苦 し み 、 退 屈 、 有 憂鬱 ゆう つつ つ 、 狂 気 、 圧 し 
み 、 頑 固 、 厳 し さ 、 神 へ の 冒 流 、 自 暴 自 茎 、 嘘 つき 、 圭 の 出現 、 
怖 、 死 者 の 冬 科 はい かい 、 悪 人 の 寺 の 活発 な 活動 を (悪い ) 人 に も た 
らし て し まう っ う 。 

木星 は 、 真 欲 、 富 を 得る た め の 邪 悪 な 機会 、 圧 政 を (悪い ) 人 に も 
た らし て し まっ 。 

火星 は 、 怒 り 、 神 を 冒 流す る 人 短 慢 ご うま ん 、 暴 力 、 激 し い 頑 固 を 
(悪い ) 人 に も た らし て し まっ 。 

太陽 は 、 仙 慢 ご うま ん 、 飽 あく 事 を 知ら な い 野 望 を (悪い ) 人 に も 
た らし て し まっ 。 

金星 は 、 好 色 的 な 不実 さ 、 好 色 な 愛着 、 悪 い 浮 ら な 性 欲 を (悪い ) 
人 に も た らし て し まっ 。 

水星 は 、 詐 欺 、 悪 賢い 悪い 欲望 、 則 へ の 傾向 を (悪い ) 人 に も た ら 
し で し まう 。 

月 は 、 気 まで れ 、 人 の 性 質 に 反 し た 物 を (悪い ) 人 に も た らし て し 
まう っ 。 


この た め 、( 悪 い ) 人 は 、 天 か ら の 物 に 相応 ふさ わし く な い の で 、 
損害 を 受け 取る 。 
し か し 、 人 は 、 天 か ら 利 益 を 受け 取る べき な の で ある 。 


天 か ら の 物 と の 不一致 に よっ て 、( 悪 い ) 人 は 悪人 の 霊 に 従 つ 羽 目 
に 成る 。 
悪人 の 霊 は 、 神 か ら の 役人 と し て 、( 悪 い ) 人 を 罰する 役割 を 果 た 


す 。 
と プロ クロ ス は 話し て いる 。 


(悪い ) 人 は 、 罪 を つぐ な うま で 、 因 を 清め る まで 、 神 の 性 質 に 戻 
る まで 、 吉 人 の 震 に よっ て 苦し め ら れる 。 


その た め 、 優 れ た 魔術 師 は 、 星 々 の 配置 に よる 災害 の 性 質 を 予知 
する と 、 予 防 し た り 、 注 意 し た り 、 守 っ た り し て 、 星 々 の 配置 に 
よっ て 襲い か か っ て くる 災害 を 防止 で きる し 、 
優れ た 魔術 師 は 、 星 々 の 配置 に よる 被害 を 最小 限 し か 受け な いし 、 
優れ た 魔術 師 は 、 星 々 の 配置 に よる 被害 を 最小 限 し か 受け ず 、 星 々 
の 配置 か ら 利 益 を 受け 取る 。 


すでに 話し た よう に 、( 悪 い ) 人 は 、 星 々 の 配置 か ら 損 害 を 受け 取 
る 。 
し か し 、 人 は 、 天 か ら 利 益 を 受け 取る べき な の で ある 。 


